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二
〇
〇
一
年
三
月
二
十
二
日
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
阿
部
山
所
在
の
キ
ト
ラ

古
墳
の
石
槨
内
に
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
挿
入
し
て
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、

横
口
式
石
槨
の
閉
塞
石
に
あ
た
る
南
壁
の
内
面
に
、
四
神
図
の
う
ち
の
朱
雀
図
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
れ
が
我
が
国
に
お
け
る
古
墳
壁
画
と
し
て
は
じ
め

て
の
検
出
で
あ
り
、
話
題
と
な
っ
た
。

　

キ
ト
ラ
古
墳
と
同
じ
明
日
香
村
平
田
に
所
在
す
る
高
松
塚
古
墳
は
一
九
七
二
年
三

月
実
施
の
発
掘
調
査
に
よ
り
横
口
式
石
槨
内
に
星
辰
、
日
・
月
、
四
神
、
人
物
像
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し 
た 
。
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
考
古
学
の
み
な
ら
ず
、
古

　

①

代
史
、
民
俗
学
、
美
術
史
等
多
く
の
研
究
分
野
か
ら
の
考
察
が
行
わ
れ
多
大
の
関
心

を
集
め
た
。
キ
ト
ラ
古
墳
で
の
壁
画
の
検
出
は
、
こ
の
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
と
の
比

較
が
注
目
さ
れ
、
今
後
の
研
究
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
残
念

な
が
ら
、
高
松
塚
古
墳
で
は
四
神
図
の
う
ち
の
南
壁
に
あ
た
る
壁
面
に
朱
雀
図
が
残

存
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
当
初
か
ら
南
壁
に
は
朱
雀
図
が
描
か
れ
な

か
っ
た
と
い
う
説
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
四
神
図
が
描
か
れ
た
が
、
古
墳
盗
掘
に
よ

る
南
壁
の
毀
損
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
朱
雀
図
が
消
滅
し
た
と
す
る
考
え
方
が
あ

っ
た
。
拙
考
は
後
者
の
立
場
を
と
り
、
四
神
の
う
ち
朱
雀
図
の
み
描
か
れ
な
か
っ
た

と
す
る
考
え
は
成
立
し
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
実
証
す
る
こ
と
は
至
難
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
キ
ト
ラ
古
墳
で
の
朱
雀
図
の

検
出
に
よ
り
、
高
松
塚
古
墳
で
も
同
様
朱
雀
図
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て

高
い
こ
と
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
っ 
た 
。
そ
こ
で
今
回
確
認
し
た
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱

　

②

雀
を
中
心
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
壁
画
古
墳
の
朱
雀
図
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
る
こ
と

と
す
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
四
神
に
お
け
る
朱
雀
図
と
四
神
図
で
は
な
い
鳳
凰
図
と

の
関
連
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

今
回
キ
ト
ラ
古
墳
で
の
確
認
さ
れ
た
四
神
図
の
う
ち
の
朱
雀
図
は
、
南
壁
内
側
の

中
央
上
部
に
一
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
著
名
な
奈
良
薬
師
寺
の
本
尊
薬
師
如
来

像
の
台
座
に
表
現
さ
れ
た
四
神
像
の
朱
雀
も
一
羽
で
あ
る
。
よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ

る
正
倉
院
蔵
の
十
二
支
八
卦
背
円
鏡
の
朱
雀
像
も
一
羽
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
鮮
半
島
で
は
百
済
の
公
州
宋
山
里
第
六
号
墳
の
南
壁
面
の
見
上
げ
部
に
描
か
れ

た
朱
雀
図
も
一
羽
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
下
朝

鮮
共
和
国
と
略
す
）
の
首
都
平
壌
の
西
郊
に
あ
る
高
句
麗
古
墳
、
江
西
三
墓
の
う
ち

大
墓
と
中
墓
に
描
か
れ
た
朱
雀
図
は
、
横
穴
式
石
室
の
両
袖
部
に
描
か
れ
た
左
右
対

称
的
な
二
羽
の
鳥
で
あ
る
。

　

鴨
緑
江
中
流
域
に
あ
る
集
安
五 

墳
五
号
墓
は
実
見
す
る
と
こ
ろ
横
穴
式
石
室
の
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一

古
墳
壁
画
・
墓
誌
等
に
み
る
朱
雀
・
鳳
凰
の
図
像
に
つ
い
て
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両
袖
部
に
対
置
す
る
二
羽
の
朱
雀
図
で
あ
る
。
こ
の
五
号
墓
の
西
に
隣
接
す
る
四
号

墓
は
現
在
閉
塞
さ
れ
て
い
て
実
見
で
き
な
い
が
、
五
号
墳
と
同
様
、
横
穴
式
石
室
の

両
袖
部
に
描
か
れ
た
朱
雀
図
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
五 

墳
の
北
側
に
近
在
す
る
四

神
塚
に
お
い
て
も
同
様
、
玄
室
の
両
袖
部
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

『
通
溝
』
の
四
神
塚
の
項
に
「
羨
道
に
穿
た
れ
て
い
る
玄
室
の
南
壁
、
其
の
南
壁
の

左
右
に
畫
か
れ
た
双
鳳
は
、
朱
雀
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い 
る 
。
こ
の

　

③

記
述
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
「
双
鳳
は
朱
雀
を
表
す
も
の
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

簡
野
道
明
著
の
辞
書
『
字 
源 
』
に
よ
れ
ば
、「
雄
を
鳳
、
雌
を
凰
と
い
ふ
」
と
し
、

　

④

「
鳳
は
お
ほ
と
り
、
ほ
う
わ
う
。
聖
人
が
世
に
出
づ
れ
ば
、
之
に
応
じ
て
見
は
れ
る

と
い
う
瑞
鳥
、
梧
桐
に
非
ざ
れ
ば
棲
ま
ず
、
竹
実
に
非
ざ
れ
ば
食
は
ず
、
醴
凰
泉
に

非
ざ
れ
ば
飲
ま
ず
、
羽
毛
五
色
に
し
て
声
五
音
に
中
り
、
世
に
道
あ
れ
ば
見
は
れ
、

飛
べ
ば
群
鳥
之
に
従
ふ
と
い
う
」
と
解
説
し
て
い
る
。
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞

典
』
も
全
く
同
文
を
挙
げ
て
い 
る 
。
集
安
四
神
塚
等
の
壁
画
を
み
れ
ば
、
墓
室
内
に

　

⑤

数
多
く
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
。

　

左
右
対
象
に
鳥
を
表
し
た
も
の
は
、
直
接
朱
雀
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し

て
も
、
中
国
宝
鶏
市
の
名
刹
法
門
寺
の
地
下
宮
殿
の�
石
に
彫
刻
さ
れ
た
相
対
す
る

双
鳥
も
、
我
が
国
で
は
京
都
宇
治
平
等
院
の
鳳
凰
堂
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
雄
雌
を
鳳
凰
と
す
る
な
ら
ば
法
門
寺
や
平
等
院
は
鳳
凰
で
あ
る
が
、
鳳
も
、
凰
も

「
お
お
と
り
」
と
す
る
な
ら
ば
一
羽
で
あ
っ
て
も
鳳
凰
で
あ
り
、
同
時
に
朱
雀
で
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
る
。
但
し
、
四
神
の
場
合
は

「
朱
雀
」
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い
。
な
お
、
前
出
の
簡
野
著
『
字

源
』
よ
れ
ば
「
隹
」
は
「
短
き
尾
の
鳥
の
総
名
」
と
あ
り
、「
鳥
」
に
つ
い
て
は

「
禽
の
長
尾
な
る
者
。
又
す
べ
て
両
翼
二
脚
あ
る
動
物
の
総
称
と
す
」
と
あ
る
。
但

し
、
白
川
静
氏
は
『
字 
統 
』
の
な
か
の
「
隹
」
の
項
で
『
説
文
』
に
み
る
「
鳥
の
短

　

⑥

尾
な
る
も
の
の
総
名
な
り
と
い
う
」
を
挙
げ
、
さ
ら
に
「
卜
文
で
は
、
鳥
は
鳥
星
の

よ
う
に
特
定
の
神
話
化
さ
れ
た
も
の
を
図
像
的
に
し
る
し
、
他
の
鳥
は
す
べ
て
こ
の

形
に
か
き
、
尾
の
長
短
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
も
記
す
。
ま
た
、「
鳥
」
の
頸

に
お
い
て
も
「
隹
形
の
も
の
で
、
尾
の
長
短
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
示
し
方
の

上
に
意
識
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
朱
雀
と
鳳
凰
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
白
川
静
氏
の
『
字
統
』
の
「
鳳
」
の
項
で
「
鳳
」
の
字
形
に
は
、

大
き
な
羽
に
多
く
の
眼
飾
を
加
え
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
鳥
と
し
て
は
、
孔
雀
が

そ
の
原
形
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
鳳
凰
は
の
ち
瑞
祥
化
さ
れ
」
と
さ
れ
、
鳳
凰

の
原
形
は
孔
雀
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
四
神
（
思
想
）
に
基
づ
く
朱
雀
を
中
心
に
鳳
凰
乃
至
は
双
鸞
（
鸞
と
は

「
神
鳥
、
鳳
凰
の
属
、
形
鶏
に
似
、
羽
毛
赤
色
に
五
彩
を
交
へ
、
聲
は
五
音
に
か
な

ふ
。
一
説
、
赤
色
の
多
き
は
鳳
、
青
色
の
多
き
は
鸞
」
と
あ
る
）
の
表
現
に
つ
い
て

観
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
鳥
に
は
鳰
や
鴦
の
よ
う
に
水
面
を

浮
遊
す
る
水
鳥
の
よ
う
な
も
の
も
い
る
が
、
こ
こ
で
は
朱
雀
、
鳳
凰
の
類
を
聚
成
し

て
、
そ
の
表
現
を
次
の
四
姿
態
（
四
類
型
）
に
分
類
し
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　

二

　

ま
ず
第
一
類
型
と
し
て
、
鳥
が
両
脚
を
揃
え
て
立
つ
「
静
止
」
の
様
態
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
典
型
的
な
例
と
し
て
は
大
和
壺
阪
寺
蔵
の
「
鳳
凰 

」
と
称
さ
れ

る
も
の
の
図
像
や
正
倉
院
宝
物
、
宇
治
平
等
院
鳳
凰
堂
の
鳳
凰
像
の
よ
う
な
も
の
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
二



壺
阪
寺
蔵
鳳
凰 
　
　

大
和
の
名

刹
、
西
国
六
番
の
札
所
と
し
て
信

仰
の
篤
い
真
言
宗
豊
山
派
の
南
法

華
寺
に
所
蔵
す
る
鳳
凰 

が
あ 
る 
。

　

⑦

こ
れ
は
同
じ
豊
山
派
の
西
国
七
番

の
札
所
で
あ
る
東
光
山
龍
蓋
寺

（
岡
寺
）
が
所
蔵
す
る
天
女 

（
飛
天
像
）
と
対
と
な
す
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
共
に
ほ

ぼ
同
じ
大
き
さ
の
方
形 

で
、
壺

阪
寺
所
蔵
の
も
の
は
方
形
の
区
画
に
一
羽
の
鳥
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

鳥
の
形
状
は
頭
部
に
冠
羽
が
あ
り
、「
Ｓ
」
字
状
に
曲
が
る
頸
部
、
左
右
に
広
げ

た
主
羽
、
尾
羽
は
大
き
く
豪
壮
に
表
現
、
脚
は
両
脚
共
に
「
く
」
字
に
揃
え
、
力
強

い
指
と
爪
と�
蹠
を
表
す
。
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
朱
雀
図
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

姿
態
と
し
て
は
静
止
で
あ
る
。
明
治
三
四
年
八
月
二
日
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
（
第
１
図
）。

正
倉
院
八
角
鏡　

鳥
獣
花
背
の
鳳
凰　
　

北
倉
（
四
二
）
第
一
号
鏡
と
さ
れ
る
白
銅

製
の
八
角
鏡
が
あ
る
。
径
六
四
・
五
糎
、
重
量
三
三
・
七
瓩
の
正
倉
院
蔵
鏡
最
大
の

も
の
で
あ
る
が
、
内
区
に
は
円
鈕
を
中
心
に
、
上
に
飛
雲
文
と
宝
相
華
文
、
下
に
山

岳
文
を
配
し
、
左
右
に
宝
相
華
に
の
る
鳳
凰
を
配
置
し
て
い
る
。
口
に
は
鐶
と
結
紐

の
飾
具
を
喰
え 
る 
。

　

⑧

　

両
脚
を
揃
え
て
立
ち
、「
静
止
」
し
、
相
対
し
て
鳳
凰
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は

容
易
に
理
解
で
き
る
。
な
お
、
外
区
に
は
疾
走
す
る
四
匹
の
獣
と
、
そ
の
間
に
あ
る

宝
相
華
を
喰
む
双
鳥
を
配
し
て

い
る
。
こ
れ
は
第
四
類
型
の

「
飛
翔
」
す
る
鳥
の
形
で
あ
る

（
第
２
図
）。

円
鏡　

鳥
獣
葡
萄
背
の
鳥　
　

正
倉
院
南
倉
（
七
〇
）、
第
七

号
鏡
で
あ
る
。
一
般
に
は
葡
萄

鏡
と
称
さ
れ
る
文
様
の
鏡
で
、

伏
獣
鈕
を
め
ぐ
っ
て
内
、
外
区

共
葡
萄
文
の
地
紋
を
扱
い
、
内

区
で
は
獣
文
を
、
外
区
で
は
禽

獣
文
を
乗
せ 
る 
。
外
区
に
あ
る

　

⑧

鳥
文
は
羽
を
拡
げ
、
双
脚
を
前

後
に
表
現
す
る
「
歩
行
」
の
姿
を
表
し
て

い
る
（
第
３
図
）。

正
倉
院　

鳳
凰
葛
形
裁
文　
　

南
倉
（
一

六
五
―
一
）
に
収
納
さ
れ
る
葛
形
裁
文
が

十
六
枚
と
残
欠
七
枚
が
あ
る
。

　

金
銅
板
透
彫
で
、
左
右
ほ
ぼ
対
称
に
つ

く
ら
れ
て
お
り
、
宝
相
華
文
を
は
さ
ん
で

二
羽
の
鳳
凰
文
が
相
対
す 
る 
。
鳳
凰
文
は
共
に
頭
頂
に
冠
羽
を
つ
け
、
眼
を
刻
し
、

　

⑧

鋭
い
嘴
を
切
鏨
し
、
宝
相
を
喰
え
る
。
両
翼
羽
は
大
き
く
拡
げ
、
双
脚
を
揃
え
て
立

つ
「
静
止
」
の
姿
を
表
し
て
い
る
。
同
様
な
裁
文
が
他
に
も
あ
り
、
用
途
は
不
明
と
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三

第１図　壺阪寺蔵鳳凰 

第２図　正倉院八角鏡　鳥獣花背の鳳凰第３図　円鏡　鳥獣葡萄背の鳥



さ
れ
る
（
第
４
図
）。

正
倉
院　

金
銅
鳳
形
裁
文　

　

南
倉
（
一
六
三
）、
金
銅

板
を
切
透
し
た
彫
板
で
鳳
凰

を
形
ど 
る 
。
口
に
は
円
鐶
、

　

⑧

円
形
板
を
繋
い
だ
垂
飾
を
喰

え
る
。
羽
を
大
き
く
拡
げ
、

両
脚
で
立
つ
「
静
止
」
の
表

現
で
あ
る
（
第
５
図
）。

平
等
院
阿
弥
陀
堂
の
鳳
凰

　

宇
治
平
等
院
阿
弥
陀
堂

（
鳳
凰
堂
）
の
建
つ
洛
南
は

か
つ
て
山
紫
水
明
の
地
と
し
て
貴
族
別
業
の
地
で
あ
っ
た
。
長
徳
四
年
（
九
九
五
）

十
月
、
左
大
臣
藤
原
道
長
が
故
左
大
臣
源
重
信
の
遺
族
よ
り
買
収
し
、
宇
治
殿
（
宇

治
院
）
を
建
立
、
万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
十
二
月
、
道
長
逝
去
後
、
実
子
関
白
頼

通
が
相
続
し
、
永
承
七
年

（
一
〇
五
二
）
こ
の
宇
治
殿

を
佛
寺
と
な
し
て
平
等
院
と

称
し
た
。
そ
し
て
翌
年
の
天

喜
元
年
（
一
〇
五
三
）
に
阿

弥
陀
堂
を
建
立
し
、
浄
土
世

界
を
顕
現
し
よ
う
と
し
た
。

本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
は
定
朝

の
作
で
あ
る
。

　

こ
の
阿
弥
陀
堂
は
後
世
鳳
凰

堂
と
も
呼
ば
れ
る
如
く
、
大
棟

の
両
端
に
一
対
の
鳳
凰
が
飾
ら

れ
て
い 
る 
。
鳳
凰
は
頭
頂
に
冠

　

⑨

羽
が
あ
り
、
眼
、
嘴
、
そ
し
て

大
き
く
羽
を
拡
げ
、
両
脚
を
揃

え
て
「
静
止
」
す
る
姿
勢
で
あ

る
。
本
来
鳳
凰
は
極
楽
浄
土
に
住
む
瑞
鳥
と
さ
れ
、
阿
弥
陀
佛
を
安
置
し
、
浄
土
世

界
の
象
徴
と
し
て
一
対
の
鳳
凰
像
で
飾
っ
た
。
平
安
時
代
の
す
ぐ
れ
た
作
品
で
あ
る

と
い
え
る
（
第
６
図
）。

集
安
五 

墳
第
五
号
の
朱
雀　
　

第
四
号
と
道
を
隔
て
て
東
側
に
あ
り
、
集
安
で
は

将
軍
塚
と
共
に
公
開
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
古
墳
の
一
つ
で
あ
る
。
内
部
に
立
ち
入

る
と
豪
華
な
壁
画
が
壁
面
を
余
る
と
こ
ろ
な
く
描
か
れ
圧
倒
さ
れ
る　　　�

 

。

　

さ
て
、
こ
の
古
墳
は
以
前
「
通
溝
一
七
号
墳
」
と
称
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
朱
雀

図
は
石
室
の
南
壁
、
つ
ま
り

羨
道
に
通
じ
る
両
側
に
左
右

対
称
に
描
か
れ
て
い
る
。
吉

林
省
の
報
告
に
掲
載
さ
れ
た

南
壁
南
側
の
写
真
を
み
る
と
、

四
号
墳
と
は
異
な
り
、
大
き

く
主
翼
羽
を
拡
げ
る
が
、
双

脚
共
円
形
の
台
の
上
に
立
ち
、
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四

第４図　正倉院　鳳凰葛形裁文

第５図　正倉院　金銅鳳形裁文

第６図　平等院阿弥陀堂の鳳凰

第７図　集安五 墳第五号の朱雀



「
静
止
」
の
姿
勢
で
あ
る
。
図
像
と
し
て
は
高
句
麗
江
西
三
墓
の
中
、
大
墓
に
共
通

す
る
姿
様
で
あ
る
（
第
７
図
）。
そ
し
て
報
告
書
に
は
、

　
　
　

南
壁
為
甬
道
隔
成
東
西
両
段
、
各
絵
一
朱
雀
、
振
翅
相
向
、
長
尾
、
立
足
于

白
色
的
復
弁
蓮
座
上
。
而
今
蓮
座
已
模
糊
難
綏
。
西
朱
雀
喙
尖
細
、
頂
冠
如
火

炎
状
、
着
褐
地
紅
線
、
長
頸
作
粉
紅
色
、
身
紅
色
、
双
翼
系
平
塗
紅
色
而
飾
以

縁
、
尾
羽
分
着
黄
、
緑
、
紅
色
。
東
朱
雀
的
形
象
与
之
基
本
相
同
、
只
是
白
色

的
圏
画
的
很
長
、
向
上
翹
出
如
嘴
、
而
雀
身
施
平
行
的
褐
、
緑
、
紅
色
、
腹
部

粉
紅
色
、
頂
冠
作
緑
地
紅
線
。

と
記
し
て
い
る
。

舞
踊
塚
主
室
天
井
第
四
持
送
の
鳥　
　

中
国
吉
林
省
集
安
市
如
山
南
麓
の
禹
山
下
墓

区
に
あ
る
舞
踊
塚
の
石
室
持
送
り
に
画
か
れ
て
い
る
飛
天
、
蓮
花
、
麒
麟
な
ど
の
題

材
の
な
か
に
数
羽
の
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
汚
れ
が
少
な
く
残
存
状
態
の

よ
い
鳥
の
絵
は
、
三
本
脚
の
鳥
を
描
い
て
太
陽
を
表
現
し
た
東
壁
の
す
ぐ
北
側
に
あ

る
。
こ
れ
は
「
静
止
」
す
る
姿
を
表
し
て
い 
る 
。

　

③

　

頭
頂
に
「
イ
チ
ゴ
冠
」
あ
る
い
は
「
ク
ル
ミ

冠
」
の
よ
う
な
冠
羽
が
あ
り
、
目
、
嘴
、
肉
垂

を
描
く
。
頸
羽
、
胸
羽
も
描
き
、
尾
羽
は
三
つ

の
羽
で
表
現
、
両
翼
は
大
き
く
拡
げ
、
風
切
羽

を
も
描
く
。
脚
は
し
っ
か
り
と
地
を
踏
み
、�

蹠
も
表
現
し
て
い
る
。「
静
止
」
の
姿
勢
で
あ

る
（
第
８
図
）。

　

な
お
、
舞
踊
塚
に
は
頭
を
下
げ
て
水
を
飲
む

鳥
、
羽
を
た
た
み
静
止
す
る
尾
羽
の
長
い
鳥
や

人
面
鳥
体
も
描
か
れ
て
い
る
。

三
室
塚
壁
画
の
鳥　
　

集
安
如
山
南
麓
、
禹
山
下
墓
区
に
あ
る
三
室
塚
の
第
二
室
、

第
三
室
に
も
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
第
二
室
で
は
東
面
第
四
層
、
南
面
第
四
層
、

西
面
第
一
層
、
西
南
隅
第
六
層
な
ど
や
第
三
室
の
東
面
、
西
面
の
持
送
り
な
ど
に
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い 
る 
。
大
方
は
脚
を
揃
え
、
羽
根
を
拡
げ
る
「
静

　

③

止
」
状
の
形
状
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
二
室
の
東
面
第
四
層
、
第
二
室
西
面
第
一

層
・
南
面
の
第
四
層
持
送
り
の
三
例
を
挙
げ
て
お
く
。
ど
ち
ら
も
基
本
的
に
は
同
様

形
態
の
壁
画
で
あ
る
が
細
部
を
見
る
と
相
違
が
あ
る
。

　

第
二
室
東
面
第
四
層
の
鳥
は
頭
頂
に
半
円
形
の
冠
毛
、
頭
羽
が
あ
り
嘴
を
大
き
く

開
き
、
肉
垂
を
付
す
。
尾
羽
は
長
く
曳
き
、
両
翼
を
大
き
く
拡
げ
、
両
脚
は
大
地
を

踏
む
（
第
９
図
）。
第
三
室
西
面
第
一
層
持
送
り
の
鳥
も
冠
羽
、
嘴
、
肉
垂
共
に
表

現
さ
れ
、
胸
は
大
き
く
張
り
、
尾
羽
も
長
い
。
両
脚
も
太
く
、
大
地
を
踏
み
、「
静

止
」
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
（
第　

図
）。
さ
ら
に
、
西
面
第
四
層
持
送
り
の
鳥
も

１０

ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
姿
で
あ
る
（
第　

図
）

１１

徳
興
里
古
墳
の
壁
画
の
鳥　
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
首
都
平
壌
の
西
方
、
南

浦
市
江
西
区
域
徳
興
里
に
あ
る
壁
画
古
墳
が
、
一
九
七
六
年
一
二
月
八
日
に
発
見
さ

れ
、
同
一
二
月
一
六
日
か
ら
翌
年
一
月
二
〇
日
ま
で
の
間
に
発
掘
調
査
さ
れ
た　　　�

 

。
古

墳
は
羨
道
、
前
室
、
通
路
、
玄
室
と
続
く
横
穴
式
石
室
の
形
態
で
、
全
長
約
七
・
九

二
米
、
壁
画
は
石
室
の
ほ
ぼ
全
面
に
描
か
れ
て
お
り
、
二
回
に
わ
た
っ
て
実
見
し
た

と
こ
ろ
、
一
部
剥
落
箇
所
は
あ
る
も
の
の
大
部
分
は
鮮
明
に
残
存
し
て
い
る
。

　

前
室
北
壁
上
方
に
残
る
墓
誌
銘
か
ら
被
葬
者
は
「
釈
迦
文
佛
弟
子
」
の
「
鎮
」
と

い
う
人
物
で
、
永
楽
一
八
年
（
四
〇
八
）
一
二
月
二
五
日
、
七
七
才
で
死
去
、
翌
年

二
月
二
日
こ
の
墓
に
埋
葬
さ
れ
た
。
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五

第８図　舞踊塚主室天井第四持送の鳥



　

こ
の
古
墳
の
鳥
を
描
い
た
図
像
で
注
目
す
べ
き
は
、
前
室
東
側
天
井
に
描
か
れ
た

絵
の
中
に
翼
を
拡
げ
て
静
止
す
る
鳥
で
あ
る
。
眼
、
嘴
そ
し
て
頭
、
胸
、
腹
が
あ
り

尾
羽
に
至
る
。
両
翼
羽
は
大
き
く
拡
げ
る
。
脚
は
両
脚
を
揃
え
、
地
に
立
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
「
静
止
」
の
状
態
で
あ
る
（
第　

図
）。

１２

高
句
麗
江
西
大
・
中
墓
の
朱
雀
図　
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
平
壌
市
西
郊
の

約
四
〇
粁
、
三
暮
里
に
あ
る
江
西
三
墓
の
う
ち
、
大
墓
及
び
中
墓
に
は
壁
画
が
描
か

れ
て
い
る　　　�

 

。
こ
の
壁
画
は
こ
と
の
ほ
か
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
古
墳
壁
画
の
う
ち
四

神
図
、
特
に
こ
こ
で
は
朱
雀
図
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

江
西
大
墓
、
中
墓
の
朱
雀
図
共
に
石
室
内
よ
り
羨
道
に
向
か
っ
て
左
袖
部
と
右
袖

部
に
相
対
し
て
朱
雀
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
の
朱
雀
図
は
一
見
、
相
似
る
よ
う

に
見
做
さ
れ
て
い
る
が
詳
細
を
比
較
す
る
と
表
現
上
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。

　

前
後
二
回
わ
た
っ
て
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
玄
室
の
南
壁
の
左
右
袖
部
に
相
対
し
て

朱
雀
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

両
壁
の
朱
雀
共
に
冠
羽
、
大
き
く
拡
げ
た
主
翼
、
後
方
に
尾
羽
が
あ
り
、
両
脚
と

 �
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六

第９図　三室塚第二室東面第四層の鳥

第１０図　三室塚第三室西面第一層持送りの鳥

第１１図　三室塚第三室西面第四層持送りの鳥

第１２図　徳興里古墳の壁画の鳥



も
揃
え
て
立
つ
。
各
々
の
脚
の
下
に
は
山
を
描
い
て
い
る
（
第　

図
）。

１３

　

左
右
袖
部
に
描
か
れ
た
朱
雀
図
の
冠
羽
は
彎
曲
し
て
大
き
く
上
に
の
び
る
。
頭
羽

も
長
く
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
な
す
。
目
は
大
き
く
、
強
く
見
開
き
、
嘴
に
は
珠
玉
を

銜
え
る
。
そ
し
て
顔
の
下
に
は
肉
垂
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の
若
干
の
違
い
は

冠
羽
は
左
側
の
方
が
右
よ
り
立
ち
、
頭
羽
も
右
側
が
長
い
。
そ
し
て
下
嘴
は
左
の
方

が
厚
く
て
長
い
。

　

顔
部
に
つ
い
て
は
「
Ｓ
」
字
形
の
頸
部
が
あ
り
、
二
重
の
環
の
頸
飾
が
あ
る
。
右

は
白
赤
、
左
は
赤
黒
と
配
色
が
違
う
。
右
の
鳥
は
胸
毛
が
多
い
。
脚
部
に
は
脚
毛
が

細
く
、
長
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
左
右
共
に�
蹠
が
あ
り
、
開
い
た
足
指
が
あ
る
。

　

羽
根
は
左
右
共
に

大
き
く
拡
げ
る
が
、

羽
飾
の
斑
点
の
色
彩

が
違
う
。
右
は
赤
色

で
あ
る
が
、
左
は
黒

線
で
表
さ
れ
て
い
る
。

風
切
羽
の
表
現
も
違

う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も

左
右
の
鳥
に
表
現
の

相
違
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
だ
け

で
は
雄
雌
決
め
難
い

け
れ
ど
、
結
論
的
に

い
え
ば
静
止
安
定
の
姿
態
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
（
第　

図
）。

１４

　

江
西
大
墓
の
場
合
は
中
墓
と
は
大
き
く
拡
げ
た
風
切
羽
の
表
現
が
若
干
異
な
る
が
、

他
の
部
分
は
ほ
ぼ
同
じ
で
朱
雀
図
に
つ
い
て
は
同
系
の
画
師
、
あ
る
い
は
粉
本
に
よ

る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
他
の
青
龍
、
白
虎
図
、
特
に
玄
武
図
は
全
く
異

な
る
形
態
で
あ
っ
て
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

鎮
江
東
晋
画
像
石
の
朱
雀　
　

中
国
江
蘇
省
鎮
江
市
で
検
出
さ
れ
た
南
朝
東
晋
安
帝

の
延
安
二
年
（
三
九
八
）
銘
の
あ
る
画
像 

墓
が
あ
る　　　�

 

。
こ
の 

墓
は
前
室
と
後
室

を
通
路
で
結
ぶ
形
式
で
あ
る
が
、
後
室
は
陽
刻
さ
れ
た
型
押
し
の
画
像 

を
小
口
積

み
に
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
壁
面
に
用
い
ら
れ
た 

に
は
四
神
の
ほ
か
、

獣
面
鳥
身
・
人
面
鳥
身
・
獣
面
人
身
な
ど
約
一
〇
種
類
の
画
像
が
表
さ
れ
て
い
る
。

　

壁
面
に
は
め
ら
れ
た
画
像
の
中
に
み
る
獣
面
鳥
身
の
文
様
は
、
頭
部
に
双
角
が
り
、

顔
は
面
長
で
、
後
頸
部
に
は
二
本
の
曲
線
が
あ
る
。
両
翼
を
拡
げ
姿
態
は
ま
ざ
れ
も

な
く
鳥
身
で
尾
羽
を
表
す
三
本
の
曲
線
が
あ
る
。
両
脚
は
揃
え
て
立
つ
。
獣
面
と
は

い
う
も
の
の
明
ら
か
に
静
止
の
鳥
身
で
あ
る
（
第　

図
）。

１５

河
南
省�
県
画
像 

墓
の
朱
雀　
　

河
南
省�
県
学
庄
村
で
出
土
し
た
彩
色
の
画
像
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七

第１３図　江西大墓の朱雀

第１４図　江西中墓の朱雀



 

墓
に
「
鳳

凰
」
と
銘
し

た
図
像
が
あ

る
。
石
室
は

墓
室
で
あ
る

玄
室
に
羨
道

が
付
く
構
造

で
、 

で
構

築
さ
れ
て
い

る　　　�

 

。

　

彩
色
の
墓

門
が
あ
り
、

墓
門
の
両
側
に
は
刀
を
持
つ
門
卒
が
描
か
れ
て
い
る
。
墓
室
の
壁
面
の 

に
は
種
々

の
文
様
や
画
像
が
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
必
要
な
の
は
「
鳳
凰
」
と
刻
す
る
鳥

の
文
様
の
あ
る 

が
は
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

鳥
の
頭
頂
部
に
は
花
を
あ
し
ら
い
、
鋭
い
眼
、
嘴
に
は
珠
を
喰
み
、
大
き
な
肉
垂

が
あ
る
。
胸
部
は
誇
張
さ
れ
、
両
翼
羽
は
開
き
、
尾
羽
も
長
大
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

両
脚
は
揃
え
て
地
を
踏
み
し
め
て
い
る
。
鳥
の
全
体
の
容
姿
か
ら
す
る
と
基
本
的
に

は
唐
代
に
み
ら
れ
る
も
の
に
通
じ
る
（
第　

図
）。

１６

　

こ
の
墓
の
築
造
年
代
は
明
確
で
は
な
い
が
、
五
〜
六
世
紀
の
南
朝
の
墳
墓
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

隋
李
和
墓
石
棺
の
鳳
凰　
　

隋
文
帝
の
開
皇
二
年
（
五
八
二
）
に
築
造
さ
れ
た
李
和

墓
は
陜
西
省
三
原
県
に
所
在
す
る　　　�

 

。
墓
室
の
構
造
は
土
坑
に
似
た
素
彫
り
の
壁
に
白

壁
を
塗
り
、
彩
色
の
壁
画
を
描
き
、
石
棺
を
納
め
る
。
石
棺
に
は
種
々
の
文
様
や
絵

画
を
施
す
。
そ
の
石
棺
の
小
口
面
に
対
向
す
る
二
羽
の
鳥
が
あ
る
。
恐
ら
く
鳳
凰
を

意
識
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

鳥
は
羽
根
を
拡
げ
、

両
脚
を
揃
え
て
地
に
立

つ
姿
で
あ
る
。「
静
止
」

の
状
態
を
表
し
て
い
る
。

類
例
の
少
な
い
隋
代
、

六
世
紀
後
半
の
事
例
と

し
て
注
目
し
て
よ
い

（
第　

図
）。

１７
西
安
市
郭
家
灘
出
土
の

鳥　
　

平
成
一
一
年
一
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八

第１５図　鎮江東晋画像石の獣面鳥身

第１６図　河南省�県画像 墓の朱雀

第１７図　隋李和墓石棺の鳳凰第１８図　西安市郭家灘出土の鳥



月
、
神
戸
市
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
唐
の
女
帝
・
則
天
武
后
と
そ
の
時
代
展
」

に
展
示
さ
れ
た
鳥
形
の
文
様
で
あ
る　　　�

 

。
出
土
地
は
西
安
市
東
郊
郭
家
灘
で
、
説
明
に

よ
る
と
「
金
の
薄
板
を
打
出
し
た
も
の
、
外
形
に
沿
っ
て
切
り
抜
い
て
成
形
す
る
。」

と
し
て
い
る
。
冠
毛
を
付
し
「
Ｓ
」
字
形
の
頸
、
羽
根
を
拡
げ
、
尾
羽
を
装
飾
的
に

表
し
、
脚
は
上
の
像
で
は
左
脚
を
少
し
上
げ
歩
行
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
下
の
像
は

両
脚
と
も
揃
え
て
地
を
踏
み
、
静
止
の
姿
を
表
し
て
い
る
（
第　

図
）。

１８

蘇
思
勗
墓
壁
画
の
朱
雀　
　

銀
青
光
大
夫
で
あ
っ
た
蘇
思
勗
は
天
宝
四
年
（
七
四

五
）
死
去
し
、
西
安
郊
外
万
年
県
長
楽
原
に
埋
葬
さ
れ
た
。
一
九
五
二
年
そ
の
墓
が

発
掘
さ
れ
、
墓
室
に
は
多
く
の
人
物
図
を
は
じ
め
朱
雀
、
玄
武
の
絵
が
描
か
れ
て
い

た　　　�

 

。

　

そ
の
墓
室
の
南
壁
の
朱
雀
図
は
、「
黄
色
と
緑
色
で
、
形
が
孔
雀
と
似
て
い
る
。

羽
ば
た
き
、
尾
を
上
げ
、
正
面
を
向
い
て
直
立
し
蓮
花
を
踏
む
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　

左
右
対
称
に
描
写
さ
れ
、
中
央
に
顔
を
置
き
正
面
か
ら
描
く
。
胸
の
左
右
に
は
大

き
く
拡
げ
た
翼
を
描
く
。
こ
の
翼
は
雨
覆
と
風
切
り
の
羽
根
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
両
脚
は
八
弁
の
蓮
華
座
の
上
に
立
ち
、
静
止
す
る
。
尾
羽
は
顔
の
背
後
に

大
き
く
描
か
れ
て
い
る
（
第　

図
）。

１９

　

な
お
、
こ
の
墓
の
壁
画
に
は
青
龍
、
白
虎
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
時

代
の
特
徴
で
あ
る
。

高
元
珪
墓
壁
画
の
朱
雀　
　

天
宝
一
五
年
（
七
五
六
）
に
歿
し
た
高
元
珪
は
高
州
良

徳
の
出
身
で
、
本
姓
は
馮
と
い
う
が
、
唐
の
明
威
将
軍
検
校
左
武
衛
大
将
軍
の
宦
官

で
あ
っ
た
高
力
士
の
実
弟
で
あ
る
。
そ
の
高
力
士
は
宦
官
高
廷
福
の
養
子
と
な
っ
た

た
め
「
高
」
を
名
乗
っ
た
。
墓
主
高
元
珪
は
西
安
東
郊
高
楼
村
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、

一
九
五
五
年
発
掘
さ
れ
た　　　�

 

。

　

墓
の
内
部
は
墓
道
、
天
井
、
甬
道
、
墓
室
か
ら
な
る
。
解
説
で
は
「
壁
画
の
残
存

す
る
も
の
は
少
な
い
が
、
盛
唐
か
ら
中
唐
ま
で
の
壁
画
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
墓
道
の
東
西
両
壁
に
は
漢
代
及
び
初
唐
の
様
式
を
承
け
て
、
青
龍
、
白
虎
が
描

か
れ
（
中
略
）
棺
床
の
南
側
に
朱
雀
、
北
側
に
玄
武
が
描
か
れ
る
」
と
す
る
。

　

朱
雀
図
は
斜
前
方
を
向
く
鳥
の
頭
頂
に
花
形
の
冠
毛
を
つ
け
、
両
眼
、
嘴
を
鋭
く

開
く
。
両
翼
及
び
尾
羽
も
大
き
く
拡
げ
、
両
脚
は
揃
え
て
円
形
の
台
の
上
に
立
つ
。

「
静
止
」
す
る
姿
態
で
あ
る
（
第　

図
）。

２０

韋
氏
墓
壁
画
の
朱
雀　
　

こ
の
壁
画
の
描
か
れ
た
墳
墓
は
一
九
八
六
年
、
長
安
城
の

南
郊
で
発
掘
さ
れ
た
。
韋
氏
は
唐
の
中
宗
李
顕
の
時
に
韋
皇
后
が
政
権
を
握
っ
て
お

り
、
そ
の
一
族
が
権
力
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
韋
氏
一
族
の
墓
は
韋
曲

原
上
の
南
北
里
王
村
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
墳
墓
も
韋
氏
一
族
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る　　　�

 

。

　

羨
道
部
は
す
で
に
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
甬
道
と
墓
室
が
残
存
し
て
い
る
。
墓
道
、

墓
室
に
は
人
物
図
、
野
宴
図
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
朱
雀
図
は
「
棺
床
に
向
か
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九 第２０図　高元珪墓壁画の朱雀

第１９図　蘇思勗墓壁画の朱雀



う
南
側
の
壁
」
に
描
か
れ
て
い
る
と
あ
る
。

　

朱
雀
は
左
右
対
称
で
描
き
、
頭
頂
に
冠
羽
、
そ
し
て
眼
、
肉
垂
を
描
く
。
主
翼
羽

は
大
き
く
拡
げ
、
青
色
に
彩
り
、
双
脚
を
揃
え
て
立
つ
。
尾
羽
は
顔
の
後
方
に
大
き

く
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
対
面
の
北
壁
に
は
玄
武
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
第　

図
）。

２１

　

こ
こ
に
挙
げ
た
蘇
思
勗
、
高
元
珪
、
韋
氏
墓
の
玄
武
は
共
通
し
た
姿
容
を
描
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
蘇
思
勗
墓
が
天
宝
四
年
、
高
元
珪
墓
が
天
宝
一
四
年

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
朱
雀
図
の
表
現
の
一
齣
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

府
君
張
漸
墓
誌
の
朱
雀　
　

杖
内
教
坊
第
一
部
供
奉
、
張
漸
は
会
昌
五
年
（
八
四

五
）
西
安
の
東
郊
郭
家
灘
に
埋
葬
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
そ
の
墓
が
発
見
さ
れ
、
納

め
ら
れ
て
い
た
墓
誌
の
蓋
に
四
神
が
あ
り
、
朱
雀
が
彫
飾
さ
れ
て
い
た　　　�

 

。

　

朱
雀
は
体
を
正
面
に
向
け
て
い
る
が
、
面
は
や
や
向
か
っ
て
左
を
見
て
い
る
。
顔

に
は
鋭
い
嘴
が
あ
り
、
主
翼
羽
を
大
き
く
拡
げ
、
両
脚
は
並
べ
て
大
地
を
踏
む
。
表

現
さ
れ
る
姿
勢
は
「
静
止
」
で
あ
る
（
第　

図
）。

２２

　

な
お
、
静
止
の
表
現
に
は
側
面
か
ら
の
描
写
と
正
面
か
ら
の
描
写
が
あ
る
。
本
資

料
は
そ
の
う
ち
の
後
者
に
属
す
る
。

　
　
　
　
　

三

　

朱
雀
乃
至
鳳
凰
を
表
す
の
に
鳥
が
「
歩
行
」
す
る
姿
態
が
あ
る
。
こ
れ
を
第
二
類

型
と
考
え
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
助
走
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
実
際
、
鳥
の
生
態

を
観
察
す
る
と
、
脚
を
交
互
に
上
げ
て
前
進
す
る
歩
行
が
あ
る
。
順
序
と
し
て
は

「
静
止
」
か
ら
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
「
歩
行
」
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
場
は

一
方
の
脚
は
着
地
し
、
他
方
の
脚
は
曲
折
す
る
図
像
で
あ
る
。

奈
良
藤
ノ
木
古
墳
の
鞍
金
具
の
鳥　
　

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
所
在
の
藤
ノ
木
古
墳

の
第
一
次
調
査
が
昭
和
六
〇
年
の
七
月
か
ら
一
二
月
の
間
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
横
穴
式
石
室
に
納
め
ら
れ
た
家
形
石
棺
の
棺
外
遺
物
と
し
て
豪
華

燦
爛
た
る
金
銅
装
馬
具
が
出
土
し
た　　　�

 

。

　

そ
の
馬
具
の
鞍
橋
の
前
輪
と
後
輪
の
種
々
の
動
物
文
が
表
現
さ
れ
て
い
た
が
、
な

か
に
鳥
を
表
し
た
文
様
が
あ
る
。
鳥
の
文
様
は
前
輪
、
後
輪
共
に
左
右
の
ほ
ぼ
対
称

的
な
位
置
に
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
表
現
が
若
干
異
な
る
。

　

前
輪
を
見
る
と
向
か
っ
て
左
側
（
区
画
四
）
は
面
を
後
方
に
下
向
き
に
表
現
さ
れ
、

眼
、
嘴
と
肉
垂
が
あ
り
、
右
主
翼
は
大
き
く
弧
状
に
表
し
、
左
主
翼
は
曲
げ
て
い
る
。

脚
は
右
脚
を
曲
げ
、
左
足
は
曲
げ
て
少
し
上
げ
る
。

　

右
側
の
鳥
の
文
様
（
区
画
一
九
）
は
後
方
を
向
く
顔
で
あ
る
が
、
左
側
の
よ
う
に

下
を
向
か
な
い
。
顔
に
は
眼
、
嘴
、
肉
垂
が
あ
り
、
頭
頂
に
は
三
葉
形
文
の
冠
羽
を

 �
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一
〇

第２１図　韋氏墓壁画の朱雀

第２２図　府君張漸墓誌の朱雀



付
け
る
主
翼
羽
、
尾
羽
を
拡
げ
る
。
両
脚
は
揃
え
て
曲
げ
る
。
左
右
共
に
静
止
の
姿

勢
で
あ
る
。

　

次
に
後
輪
の
鳥
文
を
見
る
と
、
こ
こ
で
も
前
輪
と
同
様
左
右
対
称
の
位
置
に
鳥
が

彫
ら
れ
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
側
（
区
画
三
三
）
は
頭
上
に
冠
羽
を
つ
け
、
顔
に
眼
、

嘴
、
右
側
の
主
翼
羽
を
拡
げ
、
左
側
は
少
し
曲
げ
る
。
右
脚
は
直
下
に
お
ろ
す
が
左

足
は
少
し
あ
げ
気
味
で
あ
る
。
一
見
歩
行
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
爪
部
が
欠
損
し

て
い
る
か
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

右
側
の
鳥
文
は
左
側
の
鳥
と
主
翼
羽
の
拡
げ
方
の
表
現
が
異
な
る
。
頭
頂
に
三
葉

文
、
パ
ル
メ
ッ
ト
文
の
冠
羽
を
表
し
、
眼
、
嘴
、
肉
垂
を
つ
け
る
。
主
翼
羽
は
左
右

共
に
大
き
く
拡
げ
る
。
両
脚
は
曲
げ
て
い
る
が
、
区
画
が
亀
甲
文
の
辺
の
部
分
で
あ

る
の
で
、
歩
行
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

内
区
の
文
様
の
上
方
に
二
段
の
下
向
き
半
パ
ル
メ
ッ
ト
文
が
あ
り
、
そ
の
下
に
鳥

が
い
る
。
頭
頂
に
は
三
条
の
曲
線
の
冠
羽
が
あ
り
、
顔
に
は
眼
、
嘴
、
肉
垂
を
つ
け

る
。
主
翼
羽
は
大
き
く
拡
げ
、
尾
羽
を
こ
と
さ
ら
図
案
化
し
て
い
る
。
両
脚
は
曲
げ

て
揃
え
て
い
る
。
静
止
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
類
例
か
ら
す
れ
ば
、
歩
行
の
一
つ
の

姿
態
と
み
て
よ
い
（
第　

図
）。

２３

正
倉
院
宝
物
の
鳥
形
文
様　
　

正
倉
院
に
所
蔵
す
る
宝
物
、
特
に
金
工
品
に
朱
雀
を

は
じ
め
と
す
る
鳥
の
文
様
を
扱
っ
た
彫
飾
品
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
鳥
の
表

現
の
な
か
に
歩
行
す
る
様
態
の
も
の
が
あ
る　　　�

 

。

円
鏡　

八
卦
背
十
二
支　
　

南
倉
に
収
納
さ
れ
て
き
た
第
一
三
号
と
呼
ぶ
一
面
の
鏡

が
あ
る
。
白
銅
鏡
で
直
径
五
九
・
四
糎
、
重
量
五
二
・
八
瓩
と
い
う
正
倉
院
鏡
の
中

で
も
最
も
重
い
。

　

鏡
の
中
央
に
伏
獣
形
の
鈕
が
あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
第
一
圏
に
四
神
像
が
鋳
造
さ

れ
て
い
る
。
鋳
造
は
蝋
型
に
よ
る
も
の
で
、
本
邦
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る　　　�

 

。

　

朱
雀
像
は
頭
頂
に
蕨
手
文
様
の
冠
羽
が
あ
り
、
眼
を
開
き
、
嘴
を
表
す
。
頸
か
ら

胸
は
そ
し
て
右
足
に
至
る
ま
で
は
弧
状
を
な
し
、
両
翼
は
大
き
く
開
く
。
尾
羽
も
長

く
雄
大
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
脚
は
右
脚
を
前
に
出
し
、
左
足
は
後
に
曳
き
、「
歩

行
」
す
る
姿
態
を
表
現
し
て
い
る
（
第　

図
）。

２４

円
鏡　

鳥
獣
花
背
の
鳥　
　

北
倉
収
蔵
第
二
号
鏡
、
径
四
七
・
二
糎
、
重
量
二
八
・

六
瓩
の
白
銅
鏡
で
あ
る　　　�

 

。
内
区
に
二
対
、
計
四
羽
の
鳥
（
鳳
凰
と
も
さ
れ
る
）
を
配

す
る
が
、
そ
れ
ら
は
「
歩
行
」
の
姿
勢
と
思
わ
れ
る
（
第　

図
）。

２５

八
角
鏡　

鳥
獣
花
背
の
鳥　
　

八
角
鏡
で
第
一
二
号
と
称
さ
れ
る
径
五
一
・
五
糎
、

重
量
二
九
・
三
瓩
の
大
形
の
鏡
で
あ
る
。
南
倉
の
鏡
で
あ
る
。

　

円
形
鈕
を
め
ぐ
っ
て
内
区
に
鳳
凰
文
な
ど
、
中
区
に
は
飛
鳥
な
ど
、
外
区
に
は
双
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第２３図　奈良藤ノ木古墳の鞍金具の鳥



鳳
文
な
ど
を
配
し
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
の
は
内
区
の
相
対
す
る
鳳
凰
文
で
あ
る　　　�

 

。

　

頭
頂
に
長
い
冠
羽
が
あ
り
、
眼
、
嘴
そ
し
て
肉
垂
が
あ
る
。
両
翼
は
大
き
く
拡
げ
、

尾
羽
に
弧
を
描
い
て
上
に
の
び
る
。
脚
は
右
脚
を
挙
げ
、「
歩
行
」
す
る
姿
勢
で
あ

る
が
、
頡
頏
の
動
作
の
前
兆
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
「
歩
行
」
の
一

例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
（
第　

図
）。

２６

　

な
お
、
こ
の
鏡
に
は
飛
翔
の
文
様
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
後
項
で
述
べ
る
。

円
鏡　

鳥
獣
花
背　
　

南
倉
（
七

〇
）
に
収
蔵
す
る
第
三
号
鏡
で
、

表
現
さ
れ
た
鳥
の
文
様
は
、「
Ｓ
」

字
状
の
頭
、
頸
、
胸
、
そ
し
て
大

き
く
開
く
主
翼
羽
、
脚
は
左
足
を

地
に
つ
け
、
右
脚
を
少
し
上
げ
る

「
歩
行
」
の
姿
で
あ
る　　　�

 

（
第　

図
）。

２７

御
冠
残
欠
の
鳥
形
文
様　
　

北
倉

（
一
五
七
）
に
冠
に
付
さ
れ
た
透
彫
刻
の
遺
品
の
な
か
に
鳥
形
文
様
が
あ
る
。
向
か

っ
て
右
向
き
の
も
の
は
冠
羽
、
鋭
い
嘴
、「
Ｓ
」
字
形
の
体
躯
、
大
き
く
開
い
た
羽

根
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
脚
は
左
足
を
「
く
」
字
形
に
曲
げ
て
躍
動
的
で
あ
る
（
第

　

図
）。

２８
　

も
う
一
点
の
彫
刻
も
頭
部
と
脚
部
を
欠
損
し
て
い
る
か
ら
、「
歩
行
」
か
「
頡
頏
」

か
判
断
で
き
な
い
が
、
後
脚
の
開
き
か
ら
み
て
一
応
「
歩
行
」
の
姿
と
し
て
お
く
。

同
様
な
も
の
は
正
倉
院
礼
服
御
冠
に
も
見
ら
れ
る　　　�

 

。

正
倉
院
宝
物
御
軾
の
鳥　
　

正
倉
院
宝
物
の
な
か
に
「
紫
地
鳳
形
錦
御
軾
」
と
称
す

る
織
物
の
文
様
が
あ
る
。
頭
頂
部
に
は
「
花
形
冠
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
冠
毛
が
あ

り
、
頸
部
に
は
宝
珠
形
の
装
飾
を
付
け
る　　　�

 

。
脚
は
左
足
を
地
に
着
け
、
右
脚
を
あ
げ

る
。
主
翼
羽
は
大
き
く
開
き
風
切
羽
根
を
表
し
、
胸
部
に
は
点
刻
文
を
付
す
。
尾
羽

は
大
き
く
曲
線
を
描
い
て
上
に
あ
が
る
。
宝
珠
形
の
頸
飾
は
宝
鶏
法
門
寺
地
宮
門�

の
鳳
凰
文
や
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
青
龍
な
ど
と
共
通
す
る
（
第　

図
）。

２９

　

以
上
は
正
倉
院
蔵
宝
物
の
数
多
く
の
中
に
み
ら
れ
る
朱
雀
、
鳳
凰
、
鳥
形
文
様
の

一
部
の
う
ち
「
歩
行
」
の
姿
態
を
表
現
す
る
図
像
を
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
遺
品
は
年
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一
二

第２５図　円鏡　鳥獣花背の鳥

第２４図　円鏡　八卦背一二支の朱雀

第２７図　円鏡　鳥獣花背の鳥

第２６図　八角鏡　鳥獣花背の鳥

第２８図　御冠残欠の鳥形文様



代
的
に
み
て
高
松
塚
古
墳
や
キ
ト
ラ
古
墳
と
は
時
間
的
に
あ
ま
り
隔
た
り
の
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

吹
田
五
反
島
遺
跡
出
土
の
鳳
凰　
　

大
阪
府
吹
田
市
南
吹
田
五
丁
目
に
所
在
す
る
五

反
島
遺
跡
か
ら
「
瑞
花
鳳
凰
麒
麟
彖
猊
紋
鏡
」
と
称
す
る
鏡
が
出
土
し
た
。
こ
の
鏡

は
平
安
時
代
初
期
の
河
道
か
ら
検
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る　　　�

 

。

　

鏡
の
文
様
の
な
か
に
一
対
の
鳳
凰

が
浮
彫
さ
れ
て
い
る
う
ち
の
右
側
の

鳥
の
姿
態
で
あ
る
。
嘴
、
肉
垂
が
あ

り
、
頸
を
後
方
に
曳
き
、
主
翼
羽
を

大
き
く
拡
げ
後
羽
の
上
に
伸
ば
す
。

脚
を
み
る
と
右
脚
は
少
し
曲
げ
て
い

る
が
、
地
上
を
踏
み
、
左
足
は
少
し

曲
げ
て
上
げ
る
。
指
の
表
現
を
み
る

と
ま
ぎ
れ
も
な
く
歩
行
で
あ
る
（
第

　

図
）。

３０薬
水
里
壁
画
古
墳
の
朱
雀
図　
　

朝

鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
平
壌
西
郊

の
江
西
郡
薬
水
里
に
所
在
す
る
薬
水

里
古
墳
の
壁
画
の
朱
雀
図
と
注
記
さ

れ
る
鳥
形
が
あ
る　　　�

 

。
鳥
は
頭
頂
の
鶏

の
単
冠
あ
る
い
は
花
形
冠
と
思
わ
せ

る
よ
う
な
曲
線
が
六
本
施
さ
れ
、
冠

毛
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

目
の
前
に
は
鼻
、
嘴
が
あ
り
、
そ

の
下
に
は
大
き
な
肉
垂
が
あ
る
。

逆
「
Ｓ
」
字
状
の
頸
に
頸
羽
、
胸

羽
が
あ
り
、
尾
羽
は
三
条
の
長
い

尾
羽
が
描
か
れ
、
脚
は
左
足
を
地

に
つ
け
、
右
脚
を
大
き
く
上
げ
る
。

足
に
は
四
本
の
指
と
後
方
に�
蹠

を
つ
け
る
。

　

翼
は
大
き
く
上
に
拡
げ
、
特
に

右
翼
は
三
列
の
風
切
羽
根
を
描
い

て
い
る
。
こ
の
形
態
は
頡
頏
前
の

歩
行
で
あ
ろ
う
（
第　

図
）。

３１

漢
代
瓦
当
の
朱
雀　
　

前
漢
の
瓦

当
と
称
さ
れ
る
遺
物
が
あ
っ
て
、

朱
雀
に
対
す
る
玄
武
の
文
様
を
表

し
た
も
の
や
青
龍
、
白
虎
も
あ
っ

て
、
四
神
の
瓦
が
葺
か
れ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
挙
げ

た
も
の
は
西
安
市
付
近
で
出
土
し

た
朱
雀
の
文
様
を
も
つ
瓦
当
で
あ

る　　　�

 

。

　

頭
頂
部
か
ら
二
条
の
冠
羽
の
よ
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第２９図　正倉院宝物御軾の鳥
第３０図　吹田五反島遺跡出土

の鳳凰　　

第３１図　薬水里壁画古墳の朱雀図第３２図　漢代瓦当の朱雀



う
な
も
の
を
靡
か
せ
、
顔
面
に
は
大
き

な
眼
や
嘴
を
刻
し
、
主
翼
羽
を
拡
げ
、

尾
羽
を
あ
げ
る
。
両
脚
は
逆
「
く
」
字

形
に
表
現
し
て
い
る
が
、
左
右
の
足
が

前
後
し
、
異
な
る
状
況
が
見
ら
れ
る
か

ら
静
止
と
い
う
よ
り
も
「
歩
行
」
と
理

解
し
た
方
が
よ
い
と
思
う（
第　

図
）。

３２

　

要
す
る
に
前
漢
代
か
ら
か
か
る
朱
雀

の
容
姿
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
図
像

で
あ
る
と
い
え
る
。

河
南
省
南
陽
市
出
土
画
像
石
の
朱
雀　

　

一
九
七
三
年
四
月
、
日
本
中
国
文
化

交
流
協
会
と
日
本
経
済
新
聞
社
で
主
催
さ
れ
た
「
中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
画
像

石
・
碑
刻
拓
本
展　　　�

 

」
に
出
陳
さ
れ
た
南
陽
県
出
土
の
画
像
石
で
南
陽
漢
画
像
館
に
所

蔵
さ
れ
る
画
像
石
に
朱
雀
を
彫
刻
し
た
も
の
が
あ
る
。
大
き
さ
は
三
八
糎
×
一
五
〇

糎
で
「
桃
抜
」
と
標
記
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
雀
は
左
右
の
脚
を
あ
げ
、
歩
行
す
る
姿
相
で
あ
る
。
尾
羽
も
長
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。
孔
雀
を
思
わ
せ
、
時
代
は
漢
代
と
さ
れ
る
（
第　

図
）。

３３

陜
西
省
綏
徳
県
蘇
家�
�
�
�
漢
墓
の
鳳
凰　
　

こ
こ
に
挙
げ
た
資
料
は
陜
西
省
綏
徳
県

で
検
出
さ
れ
た
石
室
の
入
口
に
あ
る
画
像
石
の
扉
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。

　

椢
、
両
側
の
柱
、�
に
種
々
の
画
材
が
彫
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
観
音
開
き
の

扉
の
環
の
上
に
彫
刻
さ
れ
た
左
右
一
対
の
鳥
が
あ
る　　　�

 

。
恐
ら
く
鳳
凰
を
意
味
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

鳳
凰
は
頭
頂
に
冠
羽
に
あ
た
る
も
の
が

表
さ
れ
、
両
翼
共
に
大
き
く
広
げ
、
尾
羽

も
長
く
伸
ば
し
、
そ
の
先
端
を
丸
味
に
表

現
す
る
。
両
脚
の
う
ち
片
脚
は
地
を
踏
み
、

反
対
の
片
脚
は
開
け
て
曲
げ
て
い
る
。
容

姿
か
ら
す
れ
ば
「
歩
行
」
を
示
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
年
代
は
恐
ら
く
後
漢

（
東
漢
）
代
（
一
〜
二
世
紀
）
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
（
第　

図
）。

３４

江
蘇
省
唐
代
石
刻
の
鳳
凰　
　

江
蘇
人
民

出
版
社
編
『
中
国
古
代
図
案
選
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
唐
代
石
刻
鳳
凰
・
巻
草
紋
」
に

「
歩
行
」
す
る
鳳
凰
文
が
見
ら
れ
る　　　�

 

。

　

左
右
対
称
の
よ
う
に
見
え
る
が
図
像
は

異
な
る
。
頭
頂
の
冠
羽
を
み
る
と
、
右
側

と
左
側
で
は
少
し
違
う
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
頸
羽
を
み
る
と
、
左
側
の
図
像
は
弧

線
を
描
い
て
後
方
に
棚
曳
い
て
い
る
が
、

右
側
の
象
は
下
に
垂
れ
る
。
さ
ら
に
、
脚
の
様
子
を
み
る
と
、
左
側
で
は
左
脚
を
真

直
に
立
て
、
右
脚
は
上
に
あ
げ
る
。
そ
の
角
度
は
直
角
状
に
な
る
。
対
す
る
右
側
の

象
は
右
脚
を
立
て
る
が
や
や
曲
が
り
、
左
脚
は
上
に
あ
げ
る
が
や
や
鈍
角
と
な
っ
て

斜
め
に
さ
げ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
明
ら
か
に
対
称
的
で
な
い
よ
う
に
刻
さ
れ
る
が
、
頚
部
に
は
共
に
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一
四

第３３図　河南省南陽県出土画像石の朱雀

第３４図　陜西省綏徳蘇家��漢墓の鳳凰



「
×
」
印
の
頸
飾
が
み
ら
れ
る
。
唐
代
の
鳳

凰
の
歩
行
の
姿
を
彫
刻
し
て
い
る
例
と
な
る

（
第　

図
）。

３５

　

な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
図
像
は
『
中
国

歴
代
装
飾
紋
様
』（
長
安
出
土
）
に
み
ら
れ

る
。

集
安
四
神
塚
玄
室
南
壁
の
鳥　
　

報
告
書

『
通
溝
』
に
「
玄
室
南
部
梯
形
持
送
側
面
壁

画
細
部
（
図
版
第
九
〇
）」
に
逆
位
置
で
挙

げ
ら
れ
る
鳥
の
絵
が
あ
る　　　③

 

。
こ
れ
は
右
脚
で

大
地
を
踏
み
、
左
脚
を
真
直
に
前
方
に
あ
げ

伸
ば
し
た
図
像
で
あ
る
。
顔
部
に
汚
れ
が
あ

っ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
頸
羽
、
胸

羽
を
描
き
、
尾
羽
は
大
き
く
上
に
あ
が

る
。
羽
翼
は
通
例
の
如
く
大
き
く
開
く

主
翼
羽
を
描
い
て
い
る
。
片
脚
を
直
角

に
前
に
出
す
姿
態
は
静
止
の
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
躍
動
性
が
あ
る
の
で
、

「
歩
行
」
の
分
類
に
入
れ
た
方
が
よ
い

と
判
断
す
る
。
獣
面
鳥
体
の
図
で
あ
る

（
第　

図
）。

３６
墓
門
朱
雀
図　
　

町
田
章
氏
が
『
古
代

東
ア
ジ
ア
の
装
飾
墓
』
の
な
か
で
挙
げ

ら
れ
た
「
墓
門
の
朱
雀
線
刻
」（
図

五
八　

唐
の
四
神
）
に
「
七
一
六
年

に
つ
く
ら
れ
た
墓
門
を
飾
る
朱
雀
が

あ
り
」
が
あ
る　　　�

 

。

　

こ
の
朱
雀
図
は
頭
頂
部
に
「
バ
ラ

冠
」、「
ク
ル
ミ
冠
」
と
思
わ
せ
る
よ

う
な
冠
毛
が
あ
り
、
頚
部
に
複
線
の

「
×
」
字
形
の
文
様
を
つ
け
、
胸
部

か
ら
腹
部
に
毛
羽
を
描
く
。

　

左
脚
を
垂
直
に
立
て
、
地
を
踏
み
し
め
、
右
脚
は
鋭
角
の
「
く
」
字
形
に
曲
げ
る
。

主
翼
羽
は
左
右
に
大
き
く
拡
げ
雨
覆
羽
、
風
切
羽
を
描
き
、
尾
羽
は
大
き
く
丸
く
上

に
伸
ば
す
。
し
か
し
、
右
脚
を
あ
げ
て
い
る
点
集
安
四
神
塚
の
持
送
り
に
描
か
れ
た

先
の
例
と
も
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
片
脚
を
大
き
く
あ
げ
る
姿
は
静
止
図
と
も
看
取
れ

る
が
、
鳥
の
生
態
か
ら
す
る
と
、「
歩
行
」
と
見
て
分
類
す
る
方
が
適
切
で
あ
る
と

思
う
（
第　

図
）。

３７

楊
玄
略
墓
壁
画
の
鳥　
　

銀
青
光
録
大
夫
、
行
上
柱
国
侯
で
あ
っ
た
楊
玄
略
は
、
咸

通
五
年
（
八
六
四
）
歿
し
、

西
安
郊
外
の
棗
園
村
に
埋
葬

さ
れ
た
。
墓
は
か
な
り
ひ
ど

く
崩
壊
し
、
壁
画
も
殆
ど
残

存
し
な
い
が
、
墓
道
東
壁
柳

樹
人
物
図
や
西
壁
に
文
吏
図
、

墓
室
に
は
侍
女
図
が
描
か
れ
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一
五

第３５図　江蘇省唐代石刻の鳳凰

第３６図　集安四神塚玄室南壁の獣面鳥身

第３７図　墓門朱雀図

第３８図　楊玄略墓壁画の鳥



て
い
る　　　�

 

。
そ
の
な
か
の
墓
室
に
四
壁
に
仙
鶴
図
が
あ
る
が
、
こ
の
鶴
は
左
脚
を
垂
直

に
地
に
立
ち
、
右
脚
を
前
方
に
向
い
て
伸
ば
し
て
い
る
。
鳥
は
「
歩
行
」
の
一
幅
で

あ
る
が
、
時
代
と
し
て
は
晩
唐
に
近
い
作
で
あ
る
（
第　

図
）。

３８

　
　
　
　
　

四

　

次
に
頡
頏
の
姿
態
を
表
現
す
る
朱
雀
や
鳳
凰
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
第
三
類
型
と
す

る
。
辞
典
に
よ
れ
ば
、「
頡
頏
」
の
「
頡
」
と
は
「
鳥
が
と
び
あ
が
る
。
頏
の
対
」

と
あ
り
、「
頏
」
と
は
「
鳥
飛
下
。
と
び
く
だ
る
。
頡
の
対
」
と
し
、「
頡
頏
」
と
は

「
鳥
が
飛
び
上
が
り
又
、
飛
び
下
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
鳥
が
ま
さ
し

く
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
寸
前
の
姿
、
あ
る
い
は
空
中
の
飛
翔
か
ら
着
地
す
る
時
の
姿

勢
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
神
と
し
て
表
現
さ
れ
る
場
合
は
「
頡
」
の
姿
と
し

た
方
が
理
解
は
よ
い
だ
ろ
う
。
管
見
で
あ
る
が
そ
の
事
例
を
挙
げ
て
お
く
。

飛
鳥
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱
雀　
　

今
回
の
キ
ト
ラ
古
墳
で
確
認
し
た
南
壁
の
朱
雀
図
は
、

い
ま
ま
さ
に
飛
翔
し
よ
う
と
す
る
寸
前
の
姿
態
を
描
い
た
躍
動
的
な
朱
雀
図
と
い
え

る
。

　

ま
ず
、
頭
頂
部
を
見
る
と
長
い
曲
線
で
冠
羽
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
従
来
の

朱
雀
や
鳳
凰
図
に
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
な
か
っ
た
表
現
で
あ
る　　　②

 

。

　

嘴
に
つ
い
て
は
浸
水
の
た
め
の
汚
れ
が
あ
っ
て
鮮
明
で
は
な
い
が
、
精
悍
な
眼
、

大
き
く
耳
朶
、
そ
し
て
肉
垂
、
見
る
か
ら
に
躍
動
す
る
鳥
を
描
い
て
い
る
。
頸
か
ら

胸
部
、
そ
し
て
腹
部
に
か
け
て
羽
毛
、
尾
羽
は
五
本
で
長
い
。
こ
の
表
現
は
壷
阪
寺

の
鳳
凰 

や
江
西
中
墓
・
大
墓
な
ど
の
高
句
麗
古
墳
壁
画
な
ど
の
鳳
凰
の
尾
羽
根
の

形
態
と
は
異
な
る
。

　

両
翼
を
み
る
と
恐
ら
く
雨
覆
羽
と
風
切
羽
を

意
識
し
て
描
い
て
い
る
よ
う
で
、
特
に
朱
点
の

よ
う
な
文
様
は
江
西
中
墓
の
右
袖
部
に
描
か
れ

た
朱
雀
図
や
中
国
法
門
寺
門�
に
彫
刻
さ
れ
た

鳳
凰
の
向
か
っ
て
左
側
の
鳥
の
主
翼
に
も
同
様

な
表
現
が
み
ら
れ
る
。
よ
く
は
分
か
ら
な
い
が

時
期
的
な
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

脚
を
み
る
と
鳥
伸
す
な
わ
ち
右
脚
は
力
強
く

直
線
上
に
の
ば
し
、
地
面
を
蹴
っ
た
よ
う
な
様

相
、
対
し
て
左
脚
は
鋭
角
状
に
曲
げ
て
い
る
。

こ
の
脚
は
朱
雀
が
将
に
翔
び
立
と
う
す
る
瞬
間
、

す
な
わ
ち
「
頡
」
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の
と

見
る
の
が
最
も
通
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

（
第　

図
）。

３９

　

従
来
の
朱
雀
、
鳳
凰
の
よ
う
装
飾
的
な
図
像
で
は
な
く
、
極
め
て
写
実
性
を
示
し

て
い
る
も
の
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

奈
良
薬
師
寺
本
尊
台
座
の
朱
雀　
　

奈
良
市
西
ノ
京
薬
師
寺
の
本
尊
薬
師
寺
如
来
像

の
台
座
に
あ
る
朱
雀
図
も
キ
ト
ラ
古
墳
と
同
様
「
頡
頏
」
の
う
ち
、「
頡
」
の
姿
を

表
現
し
た
も
の
と
考
え
る　　　�

 

。

　

頭
頂
部
の
冠
羽
は
一
見
二
つ
の
瘤
状
の
も
の
が
見
ら
れ
る
か
ら
、「
三
枚
冠
」
あ

る
い
は
「
単
冠
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
開
い
た
眼
、
鋭

い
嘴
、
そ
し
て
胸
か
ら
、
力
強
く
後
方
に
伸
ば
し
た
左
足
、
対
し
て
右
脚
は
鋭
く
曲

げ
る
。
こ
の
姿
勢
は
大
空
を
悠
々
に
飛
翔
す
る
の
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
頡
頏
と
見
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一
六

第３９図　飛鳥キトラ古墳の朱雀



る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
主
翼
羽
は
三
段
に
な
り
雨
覆
羽
、
風
切
羽
を

表
し
、
三
条
の
尾
根
が
後
方
に
棚
引
く
。
こ
う
し
た
主

翼
羽
、
尾
羽
さ
ら
に
胸
か
ら
腹
部
、
左
脚
の
様
相
か
ら

み
て
、
鳥
が
飛
び
あ
が
ろ
う
と
す
る
躍
動
の
瞬
間
を
写
実
的
に
描
い
た
も
の
と
思
う

（
第　

図
）。

４０
八
角
鏡　

漆
背
金
銀
平
脱
の
鳥　
　

正
倉
院
蔵
八
角
鏡
第
一
二
号
の
白
銅
製
、
金
銀

平
脱
文
様
の
鏡
に
鳥
の
文
様
が
あ
る
。
こ
の
鏡
は
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
一
〇
月

二
七
日
の
盗
難
に
よ
っ
て
五
片
に
破
損
し
た
も
の
接
合
し
復
原
さ
れ
た　　　⑧

 

。

　

八
花
文
の
弁
に
冠
羽
を
靡
か
せ
、
両
翼
を
大
き
く
拡
げ
、
右
脚
を
逆
「
く
」
字
形

に
曲
げ
、
左
脚
を
力
強
く
後
方
に
伸
ば
し
た
鳥
が
表
さ
れ
て
い
る
。
脚
の
開
き
方
だ

け
を
み
る
と
、
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱
雀
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
頡
頏
と
見
て
よ
い

だ
ろ
う
（
第　

図
）。

４１

　

な
お
、
そ
の
図
像
の
上
に
花
印
鳥
の
飛
翔

す
る
鳥
を
表
し
て
い
る
。

正
倉
院
金
銅
水
鳥
形
飾
具　
　

正
倉
院
南
倉

（
一
六
五
―
一
七
）
に
登
録
さ
れ
る
水
鳥
形

の
飾
具
が
あ
る
。
金
銅
板
に
鏨
で
鳥
形
を
透

彫
し
た
も
の
で
、
表
裏
共
に
同
じ
文
様
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
用
途
と
し
て
は
嘴
の
先
端
と
、

眼
、
反
対
側
の
尾
羽
に
二
箇
所
の
小
孔
が
あ

る
か
ら
垂
飾
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う　　　⑧

 

。

　

鳥
形
は
頭
頂
部
に
冠
羽
を
つ
け
、
眼
と
鋭

い
長
い
鳥
喙
を
も
つ
。
頸
及
び
胴
部
は
逆
「
く
」
字
形
に
曲
げ
て
い
る
。
飛
翔
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
頡
頏
と
見
る
（
第　

図
）。

４２

百
済
公
州
宋
山
里
六
号
墳
の
朱
雀　
　

韓
国

忠
南
道
公
州
市
は
百
済
時
代
熊
津
城
の
所
在

し
た
旧
都
で
あ
る
。
そ
の
公
州
市
街
地
の
西

北
、
宋
山
里
に
は
武
寧
王
陵
を
は
じ
め
著
名

な
古
墳
が
群
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
基

に
宋
山
里
第
六
号
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
の

石
室
内
に
は
漆
喰
で
描
か
れ
た
四
神
図
の
あ

る
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た　　　�

 

。

　

石
室
は
南
に
向
か
っ
て
開
口
す
る 

積
み

の
横
穴
式
石
室
で
羨
道
と
玄
室
か
ら
な
る
が
、

 �
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第４０図　奈良薬師寺本尊台座の朱雀

第４１図　八角鏡　漆背金銀平脱の鳥

第４２図　正倉院金銅水鳥形飾具

第４３図　百済公州宋山里六号墳の朱雀



石
室
の
南
壁
、
羨
道
の
見
上
げ
の
部
分
の
上
方
に

朱
雀
図
が
描
か
れ
て
い
る
。 

積
み
の
南
壁
に
漆

喰
で
描
か
れ
た
壁
画
で
あ
る
か
ら
不
鮮
明
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
見
る
と
朱
雀
は
通
常
と
は
反
対
の
東

を
向
き
、
逆
「
Ｓ
」
字
形
の
頸
か
ら
胸
、
大
き
く

拡
げ
た
主
翼
羽
、
長
く
、
高
く
伸
び
た
尾
羽
を
表

す
。

　

脚
は
両
脚
共
、
逆
「
く
」
字
形
に
曲
が
っ
て
表

現
さ
れ
て
い
る
。「
頡
頏
」
の
瞬
間
を
描
い
た
も

の
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
、
一
応
こ
こ
に
挙
げ
て

お
く
（
第　

図
）。

４３

魏
胡
明
相
の
墓
誌
の
朱
雀　
　
『
中
国
墓
誌
精
華
』

（
中
田
勇
次
郎
編
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
孝
文
帝

昭
儀
胡
明
相
墓
誌
蓋
」
に
す
ば
ら
し
い
四
神
図
が

彫
刻
さ
れ
て
い
る
。
墓
誌
銘
に
よ
れ
ば
、
墓
主
は

北
魏
孝
明
帝
の
孝
昌
三
年
（
五
二
七
）
四
月
一
九
日
死
去
、
同
年
五
月
二
二
日
埋
葬

さ
れ
た
と
あ
る　　　�

 

。

　

朱
雀
の
顔
面
に
は
眼
、
嘴
、
頭
頂
に
は
長
い
冠
羽
を
表
し
、
左
右
の
主
翼
羽
を
大

き
く
拡
げ
る
。
こ
の
羽
根
は
通
常
と
は
異
な
っ
て
風
切
羽
を
表
現
し
、
飛
翔
寸
前
の

様
相
を
描
い
て
い
る
。
脚
を
み
る
と
両
脚
と
も
曲
げ
て
い
る
が
、
左
足
の
爪
先
を
み

る
と
揃
え
て
下
を
向
け
て
い
る
の
に
対
し
、
右
脚
の
指
は
大
き
く
開
い
て
左
右
の
表

現
が
相
違
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
み
る
と
静
止
と
す
る
よ
り
、
頡
頏
の
姿
態
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
（
第　

図
）。

４４

長
沙
隋
墓
出
土
鏡
の
朱
雀　
　

長
沙
隋
墓
群

で
出
土
し
た
三
面
の
鏡
の
う
ち
の
一
面
の
四

神
鏡
で
、
報
告
書
に
よ
れ
ば
「
半
球
形
鈕
、

寛
辺
。
四
面
有
青
龍
、
白
虎
、
朱
雀
、
玄
武

四
神
図
像
。
辺
上
有
銘
文
「
團
團
宝
鏡
、
皎

皎
昇
臺
、
鸞 

自
舞
、
照
日
花
開
、
塩
池
似

月
、
覩
皀
（
影
）
嬌
来
」
と
い
う
美
し
い
情

景
を
表
す
銘
が
あ
る
。
朱
雀
の
図
像
は
頸
を

「
Ｓ
」
字
状
に
曲
げ
、
両
翼
を
拡
げ
、
尾
羽

を
棚
曳
か
せ
、
両
脚
を
曲
げ
て
、
ま
さ
に
飛

び
立
と
う
す
る
頡
頏
の
姿
を
表
し
て
い
る
。

隋
代
の
事
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る　　　�

 

（
第　
４５

図
）。

宝
鶏
市
法
門
寺
地
宮
の
鳳
凰
文　
　

中
国
宝
鶏
市
の
郊
外
扶
風
県
に
名
刹
法
門
寺
が

所
在
す
る
。
別
名
阿
育
王
寺
と
も
称
さ
れ
、
釈
迦
の
遺
骨
を
受
け
て
造
寺
造
塔
が
行

わ
れ
、
北
魏
時
代
に
は
隆
盛
し
た
が
、
北
周
武
帝
の
三
武
一
宗
の
廃
佛
を
う
け
た
。

そ
の
後
一
時
復
興
し
た
が
、
隋
大
業
年
間
に
兵
火
に
羅
災
、
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
唐
貞
観
五
年
張
亮
ら
に
よ
っ
て
復
興
、
則
天
武
后
な
ど
の
敬
崇
を
う
け
信

奉
さ
れ
た
。

　

一
九
八
七
年
、
崩
壊
し
た
一
三
層
塔
の
再
建
が
行
わ
れ
る
あ
た
り
、
塔
の
地
下
地

宮
の
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
刊
行
さ
れ
た
『
法
門
寺
』
に
「
地
宮
第
一
道
石
門
上

的
朱
雀
門�
」
が
挙
げ
ら
れ
、
写
真
を
掲
載
す
る
と
共
に
、「
門�
為
唐
咸
通
一
四

年
（
註
、
八
七
三
年
）
充
修
地
宮
時
用
残
碑
刻
成
。
朱
雀
是
吉
祥
の
四
神
鳥
之
一
。
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一
八

第４４図　魏胡明相の墓誌の朱雀

第４５図　長沙隋墓出土鏡の朱雀



表
示
正
南
方
向
」
と
解
説
し
て
い
る　　　�

 

。

　

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
朱
雀
図
を
み
る
と
、
双

鳥
が
刻
さ
れ
て
左
右
若
干
表
現
の
相
違
は
み
ら

れ
る
が
、
殆
ど
同
じ
図
形
で
あ
る
が
、
頭
頂
部

の
冠
羽
に
相
違
が
あ
る
。
ま
た
主
翼
羽
を
見
て

も
羽
根
の
表
現
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

嘴
は
鋭
く
、
尾
羽
は
豪
華
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

脚
を
観
察
す
る
と
向
か
っ
て
右
側
の
鳥
は
右

脚
を
、
左
側
は
左
脚
を
地
に
着
す
る
が
、
各
々

反
対
側
の
脚
は
「
く
」
字
形
に
曲
げ
て
「
頡

頏
」
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に

し
て
も
、
法
門
寺
の
朱
雀
は
唐
代
に
お
け
る
代
表

的
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
キ
ト
ラ
古
墳
の

朱
雀
の
姿
勢
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
第　

図
）。

４６

史
思
礼
墓
誌
蓋
の
朱
雀　
　

荘
武
将
軍
、
右
龍
武

軍
翊
府
中
郎
将
で
あ
っ
た
史
思
礼
は
天
宝
三
年

（
七
四
四
）歿
し
、
西
安
市
東
郊
郭
家
灘
に
埋
葬
さ

れ
た
。
そ
の
墓
は
一
九
五
五
年
発
見
さ
れ
た
。
墓

室
に
は
四
神
図
の
ほ
か
牡
丹
図
な
ど
花
文
様
が
描

か
れ
て
い
た
。

　

四
神
の
う
ち
朱
雀
図
は
顔
は
後
方
を
振
り
返
り
、

頭
頂
に
は
冠
羽
、
顔
に
は
目
、
鋭
い
嘴
を
つ
け
る
。

胸
を
張
り
、
両
翼
羽

根
を
大
き
く
拡
げ
る
。

尾
羽
も
長
い
。
脚
を

み
る
と
左
脚
を

「
く
」
字
形
に
曲
げ
、

右
脚
は
後
方
に
力
強

く
伸
ば
す
（
第　
４７

図
）。

豆
廬
建
墓
誌
の
朱
雀

　
　

天
宝
三
年
（
七

四
四
）
に
歿
し
た 

馬
都
蔚
、
豆
廬
建
の

墓
が
一
九
五
三
年
咸
陽
市
底
張
湾
で
検
出
さ
れ
た
。

墓
室
に
は
墓
誌
が
あ
り
、
そ
の
蓋
石
に
四
神
が
彫
飾

さ
れ
て
い
た
。

　

朱
雀
は
顔
面
を
反
対
方
向
に
向
け
、
頸
や
胸
も
反

対
を
向
き
異
様
な
形
を
な
し
て
い
る
。
両
翼
は
大
き

く
開
く
が
、
脚
を
見
る
と
、
左
脚
は
力
強
く
地
を
蹴
り
、
伸
び
て
お
り
、
右
脚
は
曲

げ
て
い
る
。
後
脚
の
状
態
、
特
に
左
脚
の
指
、
爪
の
状
態
か
ら
み
て
「
頡
頏
」
と
考

え
ら
れ
、
キ
ト
ラ
古
墳
の
様
相
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
（
第　

図
）。

４８

�
国
大
長
公
主
墓
誌
の
朱
雀　
　

貞
元
二
年
（
七
八
六
）、
五
八
歳
で
死
去
し
、
貞

元
三
年
咸
陽
底
張
湾
に
埋
葬
さ
れ
た�
国
大
長
公
主
、
粛
宗
の
女
の
墓
が
一
九
五
三

年
発
掘
さ
れ
た
。
墓
室
に
は
四
神
、
雲
紋
等
の
彫
刻
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
の
墓
誌
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一
九

第４６図　宝鶏市法門寺地宮の鳳凰文

第４７図　史思礼墓誌蓋の朱雀

第４８図　豆廬建墓誌の朱雀

第４９図　�国大長公主墓誌の朱雀



蓋
に
朱
雀
図
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

朱
雀
は
顔
を
振
り
返
り
、
主
翼
羽
を
大
き
く
拡
げ
て
い
る
。
脚
の
様
子
で
あ
る
が

右
脚
は
鋭
角
に
曲
げ
て
い
る
。
左
脚
は
腿
部
は
後
方
に
伸
ば
し
て
い
る
か
、�
蹠
は

地
を
蹴
っ
て
伸
ば
し
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
前
に
曲
げ
て
い
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら

な
い
が
、
図
像
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
前
者
に
思
わ
れ
る
。
伸
ば
す
か
曲
げ
る
に
し

て
も
歩
行
で
も
な
い
し
、
飛
翔
で
も
な
い
か
ら
、
飛
び
立
っ
た
瞬
間
の
「
頡
」
の
姿

勢
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
第　

図
）。

４９

　
　
　
　
　

五

　

飛
翔
す
る
朱
雀
、
鳳
凰
図
像
が
あ
る
。
こ
れ
を
第
四
類
型
と
す
る
。
そ
の
事
例
と

し
て
次
の
よ
う
な
資
料
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

中
宮
寺
蔵
天
寿
国
繍
帳
の
鳥　
　

奈
良
斑
鳩
の
中
宮
寺
蔵
国
宝
「
天
寿
国
繍
帳
」
に

飛
翔
す
る
鳥
が
刺
繍
さ
れ
て
い
る　　　�

 

。

　

鳥
の
頭
頂
に
は
冠
羽
が
あ
り
、
眼
、
肉
垂
も
あ
る
。
翼
は
大
き
く
開
き
、
鳥
挙
の

姿
勢
で
あ
る
。
雨
覆
、
風
切
羽
も
表
す
。
尾
羽
も
長
く
靡
く
。
両
脚
は
後
方
に
揃
え

て
伸
ば
す
。
ま
さ
し
く
飛
翔
の
態
を
表
現
し
て
い
る
（
第　

図
）。

５０

正
倉
院
銀
薫
炉
の
鳥　
　

北
倉
一
五
三
に
銀
薫
炉
一
合
が
あ
る
。
銀
鍛
造
透
彫
で
半

球
状
の
身
と
蓋
が
合
さ
つ
で
球
形
状
に
な
る
。
そ
の
蓋
の
表
面
に
二
頭
の
獅
子
と
二

羽
の
鳳
凰
が
表
さ
れ
て
い
る　　　⑧

 

。

　

鳳
凰
文
は
頭
頂
に
長
く
靡
く
冠
羽
が
あ
り
、
眼
と
鋭
い
嘴
、
両
主
翼
羽
は
大
き
く

搏
き
、
尾
羽
は
大
き
く
、
長
く
表
す
。
双
脚
は
後
方
に
強
く
伸
ば
し
て
お
り
、
ま
さ

し
く
飛
翔
す
る
鳥
を
刻
し
て
い
る
（
第　

図
）。

５１

八
角
鏡　

鳥
獣
花
背
の
鳥　
　

南
倉
（
七
〇
）
に
収
納
す
る
白
銅
鏡
第
一
二
号
で
あ

る
（
前
出
）。

　

こ
の
う
ち
飛
翔
の
鳥
は
斜
上
方
よ
り
み
た
姿
勢
で
冠
毛
を
靡
か
せ
、
丸
い
眼
、
鋭

い
嘴
が
あ
る
。
主
翼
羽
は
前
側
に
雨
覆
羽
、
後
方
に
は
風
切
羽
を
表
し
て
い
る
（
第

　

図
）。

５２

 �
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二
〇

第５０図　中宮寺蔵天寿国繍帳の鳥

第５１図　正倉院銀薫炉の鳥

第５２図　八角鏡　鳥獣花背の鳥

第５３図　正倉院蘇芳地金銀絵箱の
鳥形文　　　　



正
倉
院
蘇
芳
地
金
銀
絵
箱
の
鳥
形
文　

　

中
倉
に
あ
る
「
蘇
芳
地
金
銀
箱
」
の

底
裏
に
綬
帯
を
く
わ
え
て
飛
翔
す
る
鳥

が
描
か
れ
て
い
る
。
頭
頂
に
は
霊
芝
冠

が
描
か
れ
、
後
頭
に
は
冠
羽
が
あ
り
、

顔
に
は
鋭
い
目
、
環
帯
を
喰
む
嘴
、
主

翼
を
拡
げ
て
羽
搏
き
、
尾
羽
は
大
き
く

上
に
あ
が
る　　　⑧

 

。
両
脚
は
下
に
向
か
っ
て

揃
え
て
鳥
伸
、
飛
翔
の
姿
勢
で
あ
る

（
第　

図
）。

５３
円
鏡　

雲
鳥
飛
仙
背　
　

北
倉
四
二
、
第
一
七
号
鏡
の
文
様
で
あ
る
。
白
銅
製
で
鏡

背
に
は
円
鈕
を
め
ぐ
っ
て
仙
人
を
乗
せ
た
飛
鳥
が
四
箇
所
に
回
旋
さ
せ
、
そ
の
間
に

山
岳
文
を
配
す
る　　　⑧

 

。

　

鳥
は
羽
根
を
上
に
大
き
く
拡
げ
羽
搏
き
、

両
脚
は
揃
え
て
後
方
に
伸
ば
す
。
曲
型
的
な

飛
翔
の
姿
で
あ
る（
第　

図
）。

５４

正
倉
院
蔵
葛
形
裁
文
の
鳥　
　

南
倉
一
六
―

二
七
と
数
え
ら
れ
る
金
工
品
が
二
五
枚
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
な
か
の
鳥
形
文
様
一
点
で
あ

る
。
銅
板
を
切
通
し
た
も
の
で
、
裏
面
に
衣

の
破
片
が
付
着
す
る
。
各
所
に
留
金
が
あ
る

か
ら
裂
幡
の
よ
う
な
も
の
に
取
り
付
け
ら
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る　　　⑧

 

。

　

鳥
は
頭
頂
に
冠

羽
が
靡
き
、
丸
い

眼
を
鋭
い
嘴
、
下

顎
に
は
肉
垂
が
あ

る
。
主
翼
を
大
き

く
拡
げ
、
大
空
を

飛
翔
す
る
姿
を
上

方
か
ら
表
し
た
形

に
つ
く
ら
れ
て
い

る
（
第　

図
）。

５５

真
坡
里
第
一
号
墳

の
鳥　
　

朱
栄
憲
氏
が
雲
文
比
較
図
を
事
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
図
の
中
に
朝
鮮
共

和
国
平
安
南
道
中
和
郡
戊
進
里
に
あ
る
真
坡
里
第
一
号
墳
の
飛
翔
の
鳥
が
あ
る
。

　

冠
羽
は
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱
雀
に
似
て
、
両
翼
を
大
き
く
拡
げ
空
を
飛
翔
す
る
鳥
を

描
い
て
い
る　　　�

 

（
第　

図
）。

５６

天
王
地
神
塚
の
鳥　
　

平
安
南
道
殷
山
郡（
旧
順
川
郡
）北
倉
面
松
渓
里
に
あ
る
天
王

地
神
塚
は
か
つ
て
梅
原
末
治
氏
が
「
構
造
の
複
雑
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
特
に
指
摘

す
る
も
の
が
若
干
あ
り
ま
す
」
と
し
て
い
る
古
墳
を
挙
げ
、
実
測
図
を
挙
げ
て
詳
し

く
説
明
し
て
い
る　　　�

 

。

　

こ
の
古
墳
の
壁
画
に
飛
翔
す
る
獣
面
鳥
身
の
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
顔
面
は

と
も
か
く
鳥
身
の
部
分
は
両
翼
羽
を
拡
げ
、
尾
羽
を
靡
か
せ
、
両
脚
は
揃
え
て
、
腹

に
添
え
て
後
方
に
伸
ば
す
。
ま
ぎ
れ
も
な
い
鳥
類
飛
翔
の
姿
で
あ
る
（
第　

図
）。

５７

集
安
五 

墳
四
号
墓
壁
画
の
朱
雀　
　

中
国
集
安
地
区
に
は
数
多
く
の
壁
画
古
墳
が
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二
一

第５４図　円鏡　雲鳥飛仙背の鳥

第５５図　正倉院蔵葛形裁文の鳥

第５６図　真坡里第一号墳の鳥

第５７図　天王地神塚の獣面鳥身



所
在
す
る
が
、
そ
の
う
ち
五 

（
塊
）
墳
四
号
墓
（
旧
「
通
溝
未
編

号
墳
」）
と
五
号
墓
（
旧
「
通
溝
一

七
号
墳
」）
の
玄
室
入
口
側
の
袖
部

に
朱
雀
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
但
し

四
号
墓
に
つ
い
て
、
現
在
未
公
開
で

あ
る
（
五
号
墓
は
実
見
可
能
で
あ
り
、

二
回
に
わ
た
っ
て
現
地
踏
査
し
た
）。

こ
れ
ら
の
古
墳
壁
画
に
つ
い
て
は
、

『
朝
鮮
古
文
化
総
鑑
』
に
も
概
要
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
四
号
墓
に
つ
い
て
は
『
考
古
学
報
』
一
九
八
四
年
一
期
、
四
、

五
号
墓
に
つ
い
て
は
『
考
古
』
一
九
六
四
年
二
期
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
四
号
墓
は
花
崗
岩
の
切
石
で
構
築
さ
れ
、
墓
道
、
羨
道
、
玄
室
か
ら
な
る
。

朱
雀
図
は
袖
部
の
墓
室
よ
り
羨
道
を
向
い
て
南
壁
に
描
か
れ
て
お
り
、
頭
頂
に
長
い

冠
羽
が
あ
り
、
丸
い
眼
、
嘴
が
描
か
れ
、
主
翼
羽
は
左
右
に
拡
げ
、
尾
羽
は
長
い
。

脚
は
双
脚
共
に
揃
え
て
後
方
に
伸
ば
し
て
い
る
様
相
で
分
か
る
の
で
、
こ
れ
は
飛
翔

の
姿
勢
で
あ
る
（
第　

図
）。

５８

永
泰
公
主
墓
の
翔
鳥
図　
　

唐
永
泰
公
主
（
李
仙�
）
墓
は
唐
中
宗
李
顕
の
第
七
女

で
あ
り
、
高
宗
李
治
と
則
天
武
后
の
孫
女
に
あ
た
る
。
大
足
元
年
（
七
〇
一
）
一
七

歳
で
歿
し
た
が
、
死
因
に
つ
い
て
は
病
死
、
迫
害
死
な
ど
の
見
解
が
あ
っ
て
詳
ら
か

で
な
い　　　�

 

。
神
龍
二
年
（
七
〇
六
）
夫
で
あ
る
武
延
基
と
合
葬
さ
れ
た
。
乾
陵
の
陪
塚

的
位
置
に
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
、
発
掘
さ
れ
、
埋
葬
主
体
部
は
墓
道
、
甬
道
、
前
室
、
後
室
か
ら
な
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二
二

第５８図　集安五 墳四号墓壁画の朱雀

第５９図　永泰公主墓の翔鳥図第６０図　唐節愍太子李重俊墓の鳥形文



り
、
全
面
に
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
特
に
前
室
東
西
両
壁
に
描
か
れ
た
宮
女
図

は
有
名
で
あ
る
。

　

そ
の
壁
画
の
な
か
に
、
後
甬
道
上
に
描
か
れ
た
雲
鶴
図
が
あ
っ
て
、
空
を
飛
翔
す

る
鶴
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
両
足
を
後
方
に
の
ば
し
、

羽
根
を
拡
げ
る
華
麗
な
丹
頂
鶴
で
あ
る
。
八
世
紀
初
頭
の
古
墳
壁
画
の
な
か
で
見
事

に
飛
翔
す
る
絵
画
の
代
表
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
（
第　

図
）。

５９

唐
節
愍
太
子
李
重
俊
墓
の
鳥
形
文　
　

節
愍
太
子
は
唐
中
宗
の
第
三
子
に
あ
た
る
。

懿
徳
太
子
李
重
潤
の
弟
に
あ
た
る
。
一
時
、
皇
太
子
の
地
位
に
あ
っ
た
が
、
武
三
思

と
の
政
争
、
破
執
が
起
こ
り
、
一
応
勝
利
は
し
た
も
の
の
、
再
び
の
抗
争
に
よ
っ
て

敗
死
し
た　　　�

 

。『
旧
唐
書
』
に
よ
る
と
、
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
に
「
贈
皇
太
子
、
諡

曰
節
愍
、
陪
葬
定
陵
」
と
あ
り
、
墓
は
陜
西
省
富
平
県
宮
里
郷
南
陵
村
に
あ
る
。
そ

の
墓
室
に
は
多
く
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
前
甬
道
と
後
甬
道
巻
頂
に
飛
鳳
図

が
あ
る
。
頭
頂
に
は
冠
羽
が
あ
り
、
頚
部
に
は
×
文
様

を
つ
け
、
羽
根
を
拡
げ
、
両
足
を
後
方
に
伸
ば
し
、
大

空
を
飛
翔
す
る
雄
姿
を
描
い
て
い
る
（
第　

図
）。

６０

高
元
珪
墓
誌
蓋
の
朱
雀　
　

被
葬
者
高
元
珪
は
右
威
衛

将
軍
贈
陳
留
郡
大
守
の
身
分
で
天
宝
一
四
年
（
七
五

五
）
歿
し
咸
陽
底
張
湾
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の
墳
墓
は
一

九
五
三
年
発
見
さ
れ
、
納
め
ら
れ
て
い
た
墓
誌
の
蓋
石

に
は
花
文
、
雲
文
の
ほ
か
に
四
神
図
が
彫
飾
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
う
ち
朱
雀
を
み
る
と
頭
頂
に
花
形
冠
を
付
し
、

鋭
い
眼
や
嘴
を
表
す
。「
Ｓ
」
字
形
の
頸
か
ら
胸
、
腹

と
続
き
、
主
翼
羽
は
力
強
く
搏
く
。

　

両
脚
は
腹
に
沿
っ
て
後
方

に
揃
え
て
伸
ば
し
、
ま
さ
し

く
鳥
の
飛
翔
す
る
姿
を
描
い

て
い
る
（
第　

図
）。

６１

段
府
君
（
段
文
絢
）
墓
誌
蓋

の
朱
雀　
　

殿
中
省
尚
薬
奉

御
翰
林
供
奉
で
あ
っ
た
段
文

絢
は
大
中
三
年
（
八
四
九
）

歿
し
、
西
安
東
郊
韓
森
寨
に

埋
葬
さ
れ
た
。
一
九
五
六
年
、

墓
が
発
掘
さ
れ
、
墓
室
に
納

め
ら
れ
た
墓
誌
を
検
出
、
蓋

に
四
神
図
が
彫
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
の
朱
雀
図
は
顔
面
に
大
き
な
円
形
の
眼
、
嘴
が
あ
り
、
胸
部
は
大
き
く
、

羽
根
を
拡
げ
て
羽
搏
い
て
い
る
。
尾
羽
も
長
い
。
脚
は
胴
の
下
に
沿
っ
て
後
方
に
伸

ば
し
、
飛
翔
の
姿
を
表
し
て
い
る
（
第　

図
）。

６２

梁
府
君
（
夫
人
）
墓
誌
蓋
の
朱
雀　
　

梁
夫
人
は
宦
官
の
女
で
大
中
八
年
（
八
五

四
）
逝
去
し
、
西
安
東
郊
韓
森
寨
に
埋
葬
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
そ
の
墓
が
調
査
さ

れ
、
墓
室
に
墓
誌
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
蓋
石
に
四
神
図
が
刻
さ
れ
て
い
た
。

　

朱
雀
の
頭
頂
に
は
冠
羽
が
あ
り
、
優
し
い
丸
形
の
眼
、
先
端
の
尖
っ
た
鋭
い
嘴
、

主
翼
羽
を
拡
げ
、
尾
羽
は
豪
華
に
大
き
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

双
脚
は
共
に
腹
部
に
沿
っ
て
後
方
に
伸
ば
し
、
飛
翔
の
姿
を
刻
し
て
い
る
。
時
代

が
下
る
た
め
か
や
や
精
彩
を
欠
く
感
が
あ
る
（
第　

図
）。

６３
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二
三

第６１図　高元珪墓誌蓋の朱雀

第６２図　段府君（段文絢）墓誌蓋の朱雀

第６３図　梁府君（夫人）墓誌蓋の朱雀



　
　
　
　
　

六

　

明
日
香
村
キ
ト
ラ
古
墳
で
朱
雀
図
が
確
認
さ
れ
た
際
、
こ
の
朱
雀
が
「
躍
動
的
」

「
躍
動
す
る
朱
雀
」「
飛
び
立
つ
姿
」「
壁
に
躍
動
神
の
鳥
」
と
い
っ
た
用
語
で
そ
の

姿
態
が
伝
え
ら
れ
た
。
確
か
に
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱
雀
は
飛
び
立
た
ん
と
す
る
躍
動
的

な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
一
種
の
表
現
で
あ
っ
て
、
朱
雀
図
の
な
か
に
は
他
の
容

姿
も
あ
る
か
ら
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
問
題
意
識
を
も

っ
た
。
そ
こ
で
朱
雀
、
鳳
凰
を
表
し
た
図
像
を
ア
ジ
ア
各
地
の
各
時
代
の
代
表
的
な

資
料
を
聚
成
し
、
分
類
し
よ
う
と
試
み
た
。
た
だ
、
こ
の
種
の
資
料
は
枚
挙
に
遑
ま

な
い
程
多
く
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
、
日
本
、
朝
鮮
（
高
句
麗
、
百
済
）、
中
国
の

地
域
的
、
時
代
的
、
典
型
的
な
も
の
を
挙
げ
、
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
試
み
た
。
勿

論
資
料
の
収
集
に
脱
漏
の
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
今
後
更
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

聚
成
し
た
資
料
を
そ
の
図
像
の
姿
態
に
よ
っ
て
、
①
静
止
、
②
歩
行
、
③
頡
頏
、

④
飛
翔
に
分
類
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
芸
術
的
表
現
活
動
の
主
題
や
方
法
に
感
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
と
も
考
え
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
目
指
す
方
向
と
し
て
の
試
論
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
例
え
ば
金
基
雄
氏
は
江
西
中
墓
の
「
朱
雀
」
の
解
説
の
な
か
で
、

　
　
　

二
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
舞
踊
塚
、
三
室
塚
、
天
王
地
神
塚
、

双
楹
塚
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
技
巧
に
こ
だ
わ
ら
ず
自
由
で
活
蕩
な
傾
向

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
通
溝
四
神
塚
、
通
溝
一
七
号
墳
、
江
西
大

墓
、
江
西
中
墓
な
ど
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
技
巧
に
と
ら
わ
れ
、
構
図
に
お
い

て
も
複
雑
性
を
お
び
た
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
主
に
大
き
な
壁
面
に
一
対
の
朱

雀
を
描
く
が
、
嘴
に
蓮
花
・
宝
珠
な
ど
を
く
わ
え
さ
せ
る
か
、
二
脚
の
下
に
蓮

花
座
、
ま
た
は
三
神
山
を
配
す
る
な
ど
追
加
的
な
も
の
が
多
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
尾
羽
根
の
先
端
が
上
に
向
っ
て
曲
り
、
二
脚
も
細
く
て
長
く
な
る
。
江

西
中
墓
の
朱
雀
図
で
見
る
よ
う
に
、
鋭
く
繊
細
な
線
で
多
様
な
躍
動
感
を
与
え

て
い
る
の
が
そ
の
特
性
と
言
わ
れ
よ
う
。

と
述
べ
て
い
る　　　�

 

。
こ
れ
も
一
つ
の
見
解
で
あ
る
。

　

さ
て
、
聚
成
の
過
程
で
キ
ト
ラ
古
墳
の
朱
雀
図
を
み
る
と
、
特
徴
と
し
て
頭
頂
部

の
長
い
冠
羽
、
そ
し
て
鋭
い
眼
の
表
現
で
あ
る
。
頭
頂
の
冠
羽
は
こ
れ
ほ
ど
長
く
、

力
強
い
描
写
は
他
に
ほ
と
ん
ど
な
い
。
主
翼
や
羽
搏
き
は
朱
雀
、
鳳
凰
図
の
通
例
と

し
て
見
ら
れ
る
が
、
脚
の
様
相
は
宝
鶏
法
門
寺
の
鳳
凰
の
飛
翔
図
や
西
安
史
思
礼
墓
、

豆
廬
建
墓
、�
国
大
長
公
主
墓
な
ど
の
脚
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

な
お
、
問
題
点
と
し
て
は
「
歩
行
」
と
「
頡
頏
」
の
区
別
の
難
し
い
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
こ
う
し
て
朱
雀
、
鳳
凰
の
類
例
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
、
キ
ト
ラ
古
墳
に
お
け
る
朱

雀
図
は
一
羽
の
頡
頏
の
姿
を
描
く
鳥
で
あ
る
が
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
し
て
著
名
な

江
西
大
墓
、
中
墓
等
の
朱
雀
図
を
み
る
と
、
通
常
鳳
凰
図
と
称
さ
れ
る
相
対
の
鳥
を

描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
朱
雀
図
は
明
ら
か
に
静
止
の
姿
態
で
あ
る
。

だ
と
す
る
と
高
句
麗
古
墳
壁
画
と
キ
ト
ラ
古
墳
と
は
本
質
的
に
相
違
す
る
も
の
で
あ

り
、
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
の
源
流
を
高
句
麗
古
墳
に
求
め
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
と

考
え
る
。
こ
れ
は
玄
武
図
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
単
に
朱
雀
図
や
玄
武
図
が
描

か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
図
像
の
比
較
検
討
を
経
な
い
で
両
者
を
結
び
つ
け
る
こ

と
に
危
惧
が
あ
る
。
さ
ら
に
キ
ト
ラ
古
墳
や
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
を
描
い
た
人
物
と

し
て
高
句
麗
か
ら
の
渡
来
人
あ
る
い
は
そ
の
系
統
の
人
物
を
想
定
す
る
こ
と
は
必
ず

 �
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四



し
も
正
鵠
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
な
お
、
高
句
麗
古
墳
に
お
い
て
は
鳥
と
い
う
よ

り
獣
面
鳥
身
を
表
し
た
徳
興
里
古
墳
、
薬
水
里
古
墳
、
天
王
地
神
塚
な
ど
の
壁
画
が

多
い
。
但
し
、
中
国
で
も
江
蘇
省
鎮
江
の
東
晋
の
画
像
石
に
も
あ
る
。

　

朱
雀
図
の
類
例
を
集
成
し
て
考
え
た
こ
と
は
、
キ
ト
ラ
古
墳
の
よ
う
な
頡
頏
を
図

示
し
た
朱
雀
や
鳳
凰
図
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
第
三
項
に
挙
げ
た
頡
頏
図
を
み
る
と
、

第
四
一
図
に
挙
げ
た
正
倉
院
宝
物
金
銅
水
鳥
形
（
南
倉
一
六
五
―
一
七
）
や
韓
国
公

州
宋
山
里
六
号
墳
（
第
四
三
図
）
な
ど
の
よ
う
に
両
脚
を
揃
え
て
飛
び
立
と
う
と
す

る
姿
や
キ
ト
ラ
古
墳
の
よ
う
に
片
脚
で
地
を
蹴
り
、
片
脚
を
曲
げ
た
図
像
も
あ
る
。

後
者
の
事
例
は
正
倉
院
宝
物
（
南
倉
四
二
）
八
角
鏡
漆
背
金
銀
平
脱
第
一
二
号
鏡

（
第
四
一
図
）、
魏
胡
明
相
墓
誌
の
朱
雀
（
第
四
四
図
）、
宝
鶏
法
門
寺
門�
の
朱
雀

（
第
四
六
図
）、
西
安
東
郊
出
土
の
史
思
礼
墓
誌
の
朱
雀
（
第
四
七
図
）、
咸
陽
出
土

の
豆
廬
建
墓
誌
の
朱
雀
図
（
第
四
八
図
）、
咸
陽
出
土
の�
国
大
長
公
主
墓
誌
の
朱

雀
（
第
四
九
図
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
頡
頏
図
の
二
種
類
が
あ
る
と
思
う
。

な
か
で
も
類
似
の
形
態
を
と
る
も
の
を
強
い
て
挙
げ
れ
ば
宝
鶏
市
の
名
刹
法
門
寺
の

地
下
宮
殿
の�
石
に
刻
さ
れ
た
鳳
凰
像
で
あ
る
と
思
う
。
特
に
比
較
を
容
易
に
す
る

た
め
に
同
じ
向
き
の
向
っ
て
左
側
の
鳥
の
姿
勢
を
挙
げ
る
と
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ

る
。
法
門
寺
の
鳳
凰
は
恐
ら
く
唐
代
の
八
世
紀
に
造
刻
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

参
考
に
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
な
お
、
正
倉
院
宝
物
中
の
「
築
地
鳳
形
錦

御
軾
」
も
八
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て

こ
の
法
門
寺
門�
石
の
一
例
を
挙
げ
て
中
国
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
と
断
言
す
る
こ

と
は
避
け
た
い
が
、
高
句
麗
古
墳
壁
画
江
西
大
墓
、
中
墓
の
両
脚
を
揃
え
て
静
止
す

る
高
句
麗
の
朱
雀
図
よ
り
は
近
似
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
う
。
最
近
発
表
さ

れ
た
成
城
大
学
の
上
原
和
氏
は
「
キ
ト
ラ
古
墳
『
朱
雀
』
図
の
祖
型
」
と
題
す
る
文

中　　　�

 

で
「
な
か
で
も
最
終
期
の
南
浦
市
江
西
三
墓
に
あ
る
江
西
大
墓
、
中
墓
の
『
朱

雀
』
図
に
最
も
近
い
」
と
し
、「
し
か
し
、
相
違
す
る
点
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
」

と
述
べ
、
特
に
玄
武
図
に
つ
い
て
「
中
墓
の
『
玄
武
』
図
の
亀
は
、
あ
た
か
も
馬
の

よ
う
に
四
脚
で
立
ち
、
蛇
が
亀
の
胴
体
を
二
回
巻
い
て
い
る
」
と
明
確
な
相
違
を
認

め
る
一
方
で
、
中
国
山
西
省
寿
陽
県
で
発
見
さ
れ
た
北
斉
（
五
五
〇
〜
五
七
七
）
の

庫
狄
廻
墓
、
河
北
省
磁
県
で
発
掘
さ
れ
た
東
魏
武
定
八
年
（
五
五
〇
）
の
茹
茹
公
主

墓
の
壁
画
と
比
較
し
、
高
句
麗
江
西
大
墓
、
中
墓
と
は
墓
室
の
構
造
が
違
う
と
し
て

「
キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
を
、
な
ん
の
確
証
も
根
拠
も
な
し
に
唐
の
影
響
と
見
做
す
論

者
の
年
代
説
の
な
ん
と
安
易
な
こ
と
か
、
と
思
う
」
と
さ
れ
る
。
し
か
し
挙
げ
ら
れ

た
東
魏
、
北
斉
の
六
世
紀
代
の
壁
画
の
事
例
、
高
句
麗
江
西
大
墓
、
中
墓
の
壁
画

（
上
原
氏
は
江
西
大
墓
を
高
句
麗
第
二
五
代
平
原
王
〈
在
位
五
五
九
〜
五
九
〇
〉
の

陵
墓
と
み
て
い
る
と
さ
れ
る
）
か
ら
だ
け
で
、
他
説
を
一
蹴
し
て
排
斥
、
排
除
さ
れ

る
こ
と
は
果
た
し
て
正
し
い
か
。
上
原
氏
は
こ
れ
ら
の
朱
雀
図
を
み
て
ど
う
判
断
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
キ
ト
ラ
古
墳
の
築
造
年
代
観
も
合
わ
せ
て
、
も
う
少
し
慎
重
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
補
足
な
が
ら
上
原
氏
は
同
書
に
お
い
て
「
キ
ト
ラ
古
墳
を
一
八
年
間
も
放

置
し
て
き
た
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
古
墳
の
破
壊
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
地
元
の
事
情
を
全
く
理
解
し
て
い
な
い
人
の
中
傷
で
あ
っ
て
、
機
を
改
め
て

厳
し
く
批
判
し
た
い
。
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﹇
註
﹈

①　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所　
『
壁
画
古
墳
高
松
塚
』　

昭
和
四
七
年

②　

明
日
香
村
教
育
委
員
会　
『
キ
ト
ラ
古
墳
―
学
術
調
査
報
告
書
』　

平
成
一
一
年

③　

池
内
宏
・
梅
原
末
治　
『
通
溝
』（
巻
下
）　

昭
和
一
五
年

④　

簡
野
道
明
（
増
補
）　
『
字
源
』　

昭
和
四
七
年

⑤　

諸
橋
徹
次　
『
大
漢
和
辞
典
』　

昭
和
四
三
年

⑥　

白
川
静　
『
字
統
』　

一
九
八
四
年

⑦　

奈
良
県
高
市
郡
役
所
編　
『
奈
良
県
高
市
郡
志
料
』　

大
正
四
年

　
　

奈
良
県
高
市
郡
役
所
編　
『
奈
良
県
高
市
郡
寺
院
誌
』　

大
正
一
三
年　
（
一
辺
約
四

〇
・
三
糎
、
厚
さ
約
八
・
五
糎
）

⑧　

正
倉
院
事
務
所　
『
正
倉
院
の
金
工
』　

宮
内
庁　

昭
和
五
一
年

⑨　

毎
日
新
聞
社　
『
原
色
版
国
宝
（
５
）』「
平
安
Ⅲ
」　

昭
和
四
三
年

�
　

吉
林
省
博
物
館　
「
吉
林
輯
安
五 

墳
四
号
和
五
号
墓
清
理
略
記
」　
『
考
古
』
一
九

六
四
年
二
期

�
　

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
社
会
科
学
院　
『
徳
興
里
高
句
麗
壁
画
古
墳
』　

講
談
社

　

昭
和
六
一
年

�
　

読
売
テ
レ
ビ
放
送
編　
『
好
太
王
碑
と
集
安
の
壁
画
古
墳
』　

昭
和
六
三
年

�
　

鎮
江
市
博
物
館　
『
江
蘇
鎮
江
の
東
晋
画
像 

墓
』　

一
九
七
三
年

�
　

河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『�
県
彩
色
画
像
磚
墓
』　

一
九
五
八
年

�
　

陜
西
省
文
物
管
理
委
員
会　
「
唐
三
原
県
双
盛
村
隋
李
和
墓
清
理
簡
報
」　
『
文
物
』

一
九
六
六
年
第
一
期

�
　

東
京
国
立
博
物
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編　
『
唐
の
女
帝
・
則
天
武
后
と
そ
の
時
代
展
』　

一
九

九
八
年

�
　

群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
編　
『
唐
墓
壁
画
集
錦
』　

一
九
八
九
年

�
　

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編　
『
正
倉
院
紀
要
』
第
二
一
号
表
紙
（
大
山
朋
彦
製
図
）　

平
成
一
一
年

�
　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所　
『
斑
鳩
藤
ノ
木
古
墳
―
第
一
次
調
査
報
告
書
』　

平

成
二
年

�
　

吹
田
市
教
育
委
員
会　
『
五
反
島
遺
跡
の
発
掘
調
査
』　

昭
和
六
一
年

�
　

朱
栄
憲　
『
高
句
麗
の
壁
画
古
墳
』　

一
九
七
二
年

�
　

陳
遵 
　
『
中
国
天
文
学
史
』
Ⅱ　

一
九
八
二
年

�
　

綏
徳
県
博
物
館
「
陜
西
綏
徳
漢
画
像
石
墓
」『
文
物
』　

一
九
八
三
年
第
五
期

�
　

町
田
章　
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
装
飾
墓
』　

昭
和
六
二
年

�
　
『
中
華
人
民
共
和
国
河
南
省
画
像
石
・
碑
刻
拓
本
展
』　

一
九
七
三
年

�
　

陜
西
省
博
物
館
編　
『
唐
代
墓
誌
紋
飾
選
編
』　

一
九
九
二
年

�
　

奈
良
六
大
寺
大
観
巻
第
六　
『
薬
師
寺
全
』　

一
九
七
〇
年

�
　

軽
部
慈
恩　
『
百
済
遺
跡
の
研
究
』　

昭
和
四
六
年

�
　

中
田
勇
次
郎　
『
中
国
墓
誌
精
華
』　

昭
和
五
〇
年

�
　

法
門
寺
博
物
館　
『
法
門
寺
』　

一
九
九
四
年

�
　

中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
総
編　
「
長
沙
両
晋
南
朝
隋
墓
発
掘
報
告
」　
『
考
古
学
報
』

一
九
五
九
年
第
三
期

�
　

大
橋
一
章　
『
天
寿
国
繍
帳
の
研
究
』　

平
成
七
年

�
　

梅
原
末
治　
『
朝
鮮
古
代
の
墓
制
』　

東
亜
古
墓
制
の
研
究
第
二
部　

昭
和
二
二
年

�
　

吉
林
省
文
物
工
作
隊　
「
吉
林
集
安
五 

墳
四
号
墓
」　
『
考
古
学
報
』　

一
九
八
四
年

第
一
期

�
　

陜
西
省
文
物
管
理
委
員
会
「
唐
永
泰
公
主
墓
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
六
四
年

　
　

朱
章
超
『
唐
永
泰
公
主
壁
画
集
』
一
九
六
三
年

�
　

陜
西
省
考
古
研
究
所
編　
『
陜
西
新
出
土
唐
墓
壁
画
』　

一
九
九
八
年

　
　

網
干
善
教　
「
唐
節
愍
太
子
墓
壁
画
の
鳳
凰
図
に
つ
い
て
」　
『
阡
陵
』
第
四
〇
号　
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平
成
一
二
年

�
　

金
基
雄　
『
朝
鮮
半
島
の
壁
画
古
墳
』　

一
九
八
〇
年

�
　

上
原
和　
「
キ
ト
ラ
古
墳
朱
雀
の
祖
型
」　
『
飛
鳥
に
学
ぶ
』　

飛
鳥
保
存
財
団　

二
〇

〇
一
年

 �
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